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浙
中
王
門
張
元
冲

⌰
そ
の
思
想
活
動
と
嘉
靖
三
一
年
廣
東
鄕
試
へ
の
關
與
⌰

三
浦

秀
一

一
、
問
題
の
所
在

明
末
の
萬
曆
中
期
に
お
こ
な
わ
れ
た
「
九
諦
九
解
」
論
爭
、
す
な
わ
ち
許
孚
遠
（
號
敬
菴
）
が
提
示
し
た
無
善
無
惡
説
批
判
の
九
條
の

文
章
（
「
九
諦
」
）
に
對
し
周
汝
登
（
號
海
門
）
が
逐
一
反
駁
を
加
え
（
「
九
解
」
）
、
さ
ら
に
許
氏
が
書
簡
で
持
論
を
繰
り
返
し
た
思
想
的

應
酬
に
つ
い
て

、
許
孚
遠
に
師
事
し
た
劉
宗
周
（
號
念
臺
）
は
、
そ
の
高
い
思
想
性
を
、
「
有
や
無
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
、
極
め
て

（1）

詳
細
と
言
え
る
（
辨
有
辨
無
、
可
謂
詳
盡
）」
と
評
し
た

。
有
無
槪
念
に
關
す
る
萬
曆
人
士
の
成
熟
し
た
思
考
は
、
た
と
え
ば
そ
の
第
七

（2）

番
目
の
應
酬
か
ら
も
看
取
で
き
る
が
、
そ
う
し
た
主
題
は
脇
に
置
き
、
本
稿
は
、
當
該
の
應
酬
に
引
か
れ
た
或
る
一
文
の
そ
の
前
歷
を
考

察
の
手
が
か
り
と
す
る
。

「
（
善
を
お
こ
な
お
う
と
す
る
）
意
識
を
と
も
な
わ
せ
て
善
を
お
こ
な
え
ば
、（
現
象
と
し
て
は
）
善
で
は
あ
る
が
や
は
り
粗
が
あ
る
（
有

あ
ら

意
爲
善
、
雖
善
亦
粗
）
」
と
い
う
の
が
問
題
の
一
文
で
あ
る
。
許
孚
遠
は
、『
書
經
』・
「
先
儒
」・
『
易
經
』、
都
合
三
題
の
「
古
人
」
に
よ
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る
「
立
言
」
を
引
い
て
解
釋
を
施
し
、
そ
れ
ら
と
「
無
善
」
の
主
張
と
は
無
關
係
だ
と
斷
じ
て
無
善
無
惡
説
と
り
わ
け
「
無
善
」
と
い
う

思
考
の
異
端
性
を
主
張
し
た
（
「
諦
七
」）
。
右
の
一
文
は
そ
の
「
先
儒
」
の
言
葉
で
あ
り
、
許
孚
遠
は
、「
善
と
は
作
爲
的
な
意
識
を
と
も

な
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
言
う
（
言
善
不
可
有
意
而
爲
也
）」
と
一
文
を
解
し
た
。
對
し
て
周
汝
登
は
、「
善
に

固
執
す
れ
ば
善
を
喪
失
す
る
（
と
い
う
「
諦
七
」
所
引
『
書
經
』
の
文
章
）
と
、
意
識
を
と
も
な
わ
せ
て
善
を
お
こ
な
え
ば
、
善
で
は
あ

る
が
や
は
り
恣
意
的
だ
と
の
言
葉
は
、
ま
さ
し
く
、「
無
善
」
の
敎
え
（
の
正
し
さ
）
を
證
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
有
善
喪
善
、
與
有

意
爲
善
、
雖
善
亦
私
之
言
、
正
可
證
無
善
之
旨
）
」
と
應
じ
て
お
り
（
「
七
解
」
）、
許
周
兩
者
に
お
い
て
、
右
の
一
文
の
解
釋
に
、
表
面
上
、

差
違
は
無
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
ふ
た
り
は
、「
無
善
」
と
い
う
命
題
の
思
想
的
價
値
に
關
し
て
は
、
正
反
對
の
立
場
を
貫
い
た
。

「
諦
七
」
に
言
う
「
先
儒
」
と
は
北
宋
の
張
載
で
あ
る
。
た
だ
し
右
の
一
文
は
、
張
載
『
正
蒙
』
中
正
篇
第
八
所
揭
の
「
有
意
爲
善
、

利
之
也
、
假
之
也
、
無
意
爲
善
、
性
之
也
、
由
之
也
」
と
、
同
じ
く
誠
明
篇
第
六
の
「
纎
惡
必
除
、
善
斯
成
性
矣
、
察
惡
未
盡
、
雖
善
必

粗
矣
」
と
の
、
ふ
た
つ
の
異
な
る
文
章
か
ら
一
句
ず
つ
を
拔
き
出
し
て
繫
い
だ
二
次
的
創
作
文
で
あ
る
。
そ
の
作
者
は
未
詳
だ
が
、
許
孚

遠
に
先
ん
じ
て
、
嘉
靖
三
一
年
（
一
五
五
二
）
實
施
の
廣
東
鄕
試
に
お
け
る
第
二
場
「
論
」
の
模
範
答
案
（
「
程
論
」）
が
こ
の
一
文
を
用

い
た
點
に
注
目
し
た
い
。
當
該
鄕
試
の
公
的
記
錄
で
あ
る
『
嘉
靖
三
十
一
年
廣
東
鄕
試
錄
』
に
據
れ
ば

、
こ
の
程
論
の
執
筆
者
は
、
七

（3）

五
名
の
合
格
定
員
中
、
第
九
位
合
格
の
鄒
可
張
で
あ
る
。
た
だ
し
當
時
の
慣
習
に
在
っ
て
、
程
文
の
多
く
は
試
驗
を
實
施
し
た
内
外
兩
簾

の
官
員
の
い
ず
れ
か
、
も
し
く
は
受
驗
生
の
選
拔
に
あ
た
っ
た
提
學
官
が
代
作
し
て
お
り
、
こ
の
試
驗
も
同
樣
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
試
錄

所
揭
の
官
員
一
覽
に
は
、
監
試
官
張
元
冲
の
名
が
載
る
。
そ
の
か
れ
こ
そ
が
、
右
の
一
文
を
含
む
程
論
の
代
作
者
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。

嘉
靖
六
年
（
一
五
二
七
）
九
月
、
廣
西
へ
の
出
立
を
直
前
に
控
え
た
王
守
仁
（
號
陽
明
、
一
四
七
二
－
一
五
二
八
）
に
對
し
、
錢
德
洪

（
號
緒
山
、
一
四
九
六
－
一
五
七
四
）
と
王
畿
（
號
龍
溪
、
一
四
九
八
－
一
五
八
四
）、
ふ
た
り
の
門
弟
が
敎
學
の
「
宗
旨
」
を
質
問
し
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た
。
王
守
仁
の
『
年
譜
』
に
據
れ
ば
、
錢
王
兩
者
は
、
ま
ず
「
張
元
冲
を
舟
中
に
訪
ね
」
て
「
宗
旨
」
に
關
す
る
意
見
を
交
換
し
、
そ
の

晩
「
席
を
天
泉
橋
の

上

に
移
し
」、
師
の
裁
可
を
仰
い
だ

。「
無
善
無
惡
は
是
れ
心
の
體
」
と
の
一
句
を
冒
頭
に
置
く
王
門
の
四
句
敎
に

ほ
と
り

こ

（4）

つ
い
て
、
錢
德
洪
は
そ
れ
を
「
定
本
」
と
捉
え
、
一
方
王
畿
は
「
權
法
」
と
位
置
づ
け
て
お
り

、
兩
者
は
、
王
守
仁
が
提
示
し
た
調
停

（5）

案
に
對
し
て
も
自
説
に
引
き
寄
せ
て
理
解
し
た
。

張
元
冲
と
は
、
こ
の
師
弟
問
答
の
場
に
臨
席
し
た
人
士
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
こ
の
想
定
が
、
右
に
擧
げ
た
鄕
試
程
論
の

代
作
者
に
か
れ
を
擬
す
る
と
い
う
假
説
を
導
く
の
だ
が
、
許
孚
遠
に
よ
る
當
該
一
文
の
引
用
と
い
う
事
實
も
ま
た
、
こ
の
想
定
の
蓋
然
性

を
間
接
的
な
が
ら
も
高
め
る
。
一
文
に
は
上
述
の
よ
う
な
嘉
靖
期
の
前
歷
が
存
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
う
し
た
前
歷
は
、
そ
の
後
の
士
人

社
會
に
お
け
る
共
通
の
知
識
と
も
な
っ
た
。
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
許
孚
遠
は
、
無
善
無
惡
説
を
め
ぐ
る
應
酬
に
お
い
て
か
か
る
措
辭

を
選
ば
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

以
下
、
張
元
冲
の
思
想
活
動
を
た
ど
る
と
と
も
に
、
嘉
靖
三
一
年
實
施
の
廣
東
鄕
試
に
對
す
る
か
れ
の
關
與
の
在
り
方
を
檢
討
す
る
。

先
に
筆
者
は
、
嘉
靖
期
の
科
擧
試
驗
と
王
學
者
と
の
關
係
を
探
る
文
章
を
著
し
て
お
り

、
本
稿
は
そ
の
續
編
と
い
う
性
格
を
持
つ
。
そ

（6）

れ
と
同
時
に
、
王
門
の
個
性
的
な
弟
子
た
ち
の
な
か
で
も
、
思
想
活
動
の
具
體
的
樣
相
ま
で
は
明
か
さ
れ
て
い
な
い
人
士
に
つ
い
て
、
そ

の
人
物
像
を
造
型
す
る
試
み
だ
と
稱
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
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二
、
傳
記
資
料

張
元
冲
、
字
は
叔
謙
、
號
は
浮
峰
（
浮
峯
）。
浙
江
紹
興
府
の
首
縣
で
あ
る
山
陰
縣
の
人
。
弘
治
一
五
年
（
一
五
〇
二
）
に
生
ま
れ
嘉

靖
四
二
年
（
一
五
六
三
）
に
没
し
た
。
享
年
六
二
。
傳
記
資
料
と
し
て
は
、
か
れ
の
死
後
、
約
八
〇
年
を
經
て
編
ま
れ
た
劉
宗
周
に
よ
る

墓
誌
銘
が
、
官
歷
や
思
想
傾
向
を
詳
し
く
記
す

。
劉
宗
周
も
ま
た
山
陰
縣
の
人
で
あ
り
、
か
れ
を
師
と
仰
ぐ
紹
興
府
餘
姚
縣
の
黃
宗
羲

（7）

は
そ
の
編
著
『
明
儒
學
案
』
卷
一
四
「
浙
中
學
案
四
」
に
張
元
冲
を
取
り
あ
げ
、
劉
氏
撰
「
墓
誌
銘
」
を
節
錄
し
つ
つ
張
元
冲
の
略
歷
と

學
問
内
容
と
を
槪
説
し
た
。
黃
宗
羲
に
や
や
遲
れ
て
活
動
し
た
紹
興
府
蕭
山
縣
の
毛
奇
齡
に
も
「
張
中
丞
傳
」（
『
西
河
集
』
卷
七
四
）
が

あ
り
、
そ
こ
で
は
、
劉
氏
撰
「
銘
」
に
は
見
え
な
い
張
元
冲
の
事
蹟
も
紹
介
さ
れ
る
。

張
元
冲
は
、
没
後
そ
の
子
の
張
一
坤
に
よ
り
「
麟
寶
山
」
に
埋
葬
さ
れ
た
が
、
數
年
を
經
て
孫
の
張
鎡
が
墓
地
の
「
不
吉
」
を
占
っ
た
。

安
眠
の
場
所
を
移
す
う
え
で
張
一
坤
は
「
逡
巡
」
を
續
け
、
そ
こ
で
張
鎡
が
「
秦
望
山
」
の
か
げ
の
某
山
に
改
葬
す
る
手
筈
を
と
と
の
え

た
。
そ
し
て
祖
父
の
「
行
狀
」
を
携
え
、
劉
宗
周
に
墓
誌
銘
の
執
筆
を
依
賴
し
た
。
改
葬
以
前
に
も
別
人
に
よ
り
張
元
冲
の
墓
誌
銘
が
編

ま
れ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
未
詳
で
あ
る
。
た
だ
し
嘉
靖
中
後
期
に
張
元
冲
の
屬
僚
と
な
っ
た
王
宗
沐
（
號
敬
所
、
一
五
二
四
－
一
五
九

二
）
に
「
祭
張
浮
峯
都
憲
文
」
が
あ
り

、
そ
こ
に
も
か
れ
の
履
歷
が
、
王
宗
沐
と
の
交
流
を
軸
に
略
述
さ
れ
る
。
ま
た
、
張
元
冲
の
實

（8）

母
で
あ
る
唐
氏
は
長
壽
を
享
け
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
八
五
歳
を
言
祝
ぐ
「
達
壽
説
」
が
王
門
の
鄒
守
益
（
號
東
廓
、
一
四
九
一
－
一
五

六
二
）
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
さ
ら
に
そ
の
九
〇
歳
を
讚
え
る
「
張
母
唐
夫
人
九
十
壽
誕
序
」
が
湛
若
水
（
號
甘
泉
、
一
四
六
六
－
一
五
六

〇
）
に
よ
り
、
「
壽
張
太
夫
人
九
袠
序
」
が
王
宗
沐
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た

。
鄒
守
益
は
唐
氏
の
「
墓
志
銘
」
も
編
ん
で
お
り

、
こ
れ

（9）

（10）
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ら
の
壽
文
に
も
張
元
冲
の
經
歷
の
一
端
が
記
さ
れ
る
。

な
お
張
元
冲
の
著
作
に
つ
い
て
、
劉
氏
撰
「
銘
」
に
は
「
著
わ
す
所
の
語
錄
、
及
び
文
集
若
干
卷
」
と
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
現
存
狀
況

は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

三
、
從
學

劉
氏
撰
「
銘
」
に
「
皇
考
少
參
公
よ
り
以
來
、
累
世
簪
纓
、
於
越
の
鼎
族
た
り
」
と
稱
さ
れ
る
ご
と
く
、
張
元
冲
の
家
は
、
か
れ
の
祖

父
か
ら
子
ま
で
四
代
連
續
し
て
進
士
登
第
者
を
送
り
出
し
た
名
門
で
あ
っ
た

。
祖
父
張
以
弘
の
殿
試
合
格
年
次
は
成
化
五
年
（
一
四
六

（11）

九
）
、
父
張
景
琦
の
そ
れ
は
同
二
三
年
で
あ
る
。
張
元
冲
が
こ
の
世
に
生
を
う
け
た
弘
治
一
五
年
、
張
景
琦
は
桂
林
府
知
府
の
任
に
あ
っ

た
。
だ
が
そ
の
父
は
、
張
元
冲
誕
生
の
二
週
間
後
、
逝
去
し
た
。
兄
や
姉
も
結
婚
前
の
弱
年
で
あ
っ
た
。
母
親
に
敎
育
さ
れ
た
か
れ
は
、

嘉
靖
元
年
（
一
五
二
二
）、
二
一
歳
で
浙
江
鄕
試
に
合
格
。
た
だ
し
「
五
た
び
公
車
に
上
る
」
と
記
錄
さ
れ
る
よ
う
に
、
會
試
に
は
落
ち

續
け
、
進
士
に
登
第
し
た
の
は
三
七
歳
、
嘉
靖
一
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

嘉
靖
二
年
一
一
月
、
紹
興
に
住
し
て
い
た
王
守
仁
は
西
の
か
た
蕭
山
に
向
か
っ
た
。
來
訪
し
た
林
俊
（
號
見
素
、
一
四
五
二
－
一
五
七

二
）
を
出
迎
え
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
後
、
兩
者
お
よ
び
隨
行
の
「
諸
友
」
は
浮
峰
寺
に
宿
泊
し
た
。
寺
は
、
萬
曆
『
紹
興
府
志
』（
卷

四
「
山
川
志
一
」
）
に
據
れ
ば
府
城
の
「
西
六
十
五
里
」
、
山
陰
縣
の
牛
頭
山
に
建
立
さ
れ
て
お
り

、
王
守
仁
一
行
は
、
蕭
山
か
ら
舟
を

（12）

使
い
、
山
の
西
側
を
め
ぐ
る
川
へ
と
向
か
っ
た
。
『
年
譜
』
は
、
出
迎
え
の
記
事
に
續
け
て
「
舟
中
」
で
交
わ
さ
れ
た
王
守
仁
と
張
元
冲
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の
問
答
を
載
せ
る
。
王
守
仁
の
儒
佛
道
三
敎
觀
を
傳
え
る
「
廳
堂
三
間
」
の
比
喩
が
開
示
さ
れ
た
く
だ
り
で
あ
る
。
張
元
冲
は
、
聖
人
の

學
問
と
佛
道
兩
敎
と
の
差
違
は
わ
き
ま
え
て
い
る
と
前
置
き
し
つ
つ
も
、
「
し
か
し
今
、
二
氏
の
道
術
を
見
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
に
も
自

分
の
身
體
に
效
く
も
の
が
あ
り
そ
う
で
す
。
兼
修
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
（
今
觀
二
氏
作
用
、
亦
有
功
於
吾
身
者
、
不
知
亦
須
兼
取
否
）」

と
質
問
し
、
王
守
仁
か
ら
こ
の
著
名
な
囘
答
を
引
き
出
し
た
。

劉
氏
撰
「
銘
」
は
、
そ
の
末
尾
に
、
張
元
冲
の
號
が
王
守
仁
の
張
氏
評
に
由
來
す
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
張
元
冲
は
浮
峰
寺
を
讀
書

の
場
と
し
て
い
た
。
山
頂
に
た
ど
り
着
い
た
王
守
仁
が
「
卓
絶
不
羣
」
な
る
牛
頭
山
の
姿
を
張
元
冲
の
性
格
に
重
ね
、
か
れ
の
居
室
を
「
浮

峯
書
室
」
と
命
名
し
た
。
王
守
仁
は
ま
た
、
前
途
有
望
な
弟
子
た
ち
に
惠
ま
れ
た
現
狀
を
ふ
ま
え
、「
わ
が
一
門
に
お
い
て
頭
腦
明
晰
な

人
士
に
は
こ
と
缺
か
な
い
が
、
ひ
た
む
き
な
篤
實
さ
と
い
う
點
に
な
る
と
、
叔
謙
に
か
な
う
者
は
い
な
い
（
吾
門
不
乏
慧
辨
士
、
至
於
眞

切
純
篤
、
無
如
叔
謙
）
」
と
も
語
っ
た

。
同
門
の
仲
間
か
ら
も
、
そ
の
純
正
さ
は
程
顥
似
で
、
忠
誠
心
は
司
馬
光
似
だ
と
稱
さ
れ
た
（
劉

（13）

氏
撰
「
銘
」
）。

張
元
冲
よ
り
四
歳
ほ
ど
年
か
さ
の
王
畿
が
王
守
仁
に
師
事
し
た
時
期
は
正
德
一
六
年
ご
ろ

。
王
畿
も
ま
た
山
陰
縣
の
名
家
の
出
身
で

（14）

あ
り
、
か
れ
の
長
子
で
あ
る
王
應
禎
に
張
元
冲
の
娘
が
嫁
ぐ
と
い
う
關
係
を
そ
の
後
兩
家
は
結
び
も
す
る
の
だ
が

、
張
元
冲
が
王
門
に

（15）

參
じ
た
の
は
、
王
畿
に
や
や
遲
れ
、
初
囘
の
會
試
に
落
ち
て
歸
鄕
し
た
嘉
靖
二
年
前
半
の
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
後
か
れ
は
、
多

く
の
同
門
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
師
説
の
實
踐
に
專
心
し
た
。
想
像
を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
、
か
れ
ら
は
張
元
冲
の
實
踐
を
鏡
と
し
て
、

自
身
の
王
學
理
解
を
照
ら
し
出
し
た
。
天
泉
橋
上
の
議
論
の
場
で
も
同
樣
、
か
れ
は
實
直
な
審
判
人
で
も
あ
っ
た

。
ま
た
、
は
じ
め
鄒

（16）

守
益
が
そ
の
編
纂
を
主
宰
し
、
後
に
錢
德
洪
が
鄒
氏
の
委
託
を
受
け
て
完
成
さ
せ
た
王
守
仁
の
年
譜
に
つ
い
て
、
そ
の
編
集
作
業
に
も
、

か
れ
は
當
初
か
ら
繼
續
し
て
取
り
組
ん
だ

。
敬
慕
の
念
の
一
途
な
發
露
で
あ
り
、
加
え
て
こ
の
經
歷
は
、『
年
譜
』
所
揭
の
か
れ
の
記
事

（17）
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の
そ
の
信
憑
性
を
擔
保
し
も
す
る
。

四
、
科
道
官
と
し
て

嘉
靖
一
七
年
（
一
五
三
八
）
の
進
士
登
第
後
、
張
元
冲
は
中
書
舍
人
に
任
じ
ら
れ
た
。
母
唐
氏
の
「
墓
志
銘
」（
前
出
）
に
は
、「
（
か

れ
は
）
京
師
に
官
職
を
得
る
と
、
各
地
（
か
ら
來
京
）
の
友
朋
に
面
會
し
學
問
を
論
じ
た
（
及
官
京
師
、
會
四
方
朋
簪
論
學
）
」
と
あ
る
。

た
と
え
ば
嘉
靖
一
九
年
三
月
、
翰
林
院
經
筵
講
官
に
就
い
て
い
た
鄒
守
益
が
薛
瑄
從
祀
の
上
奏
を
お
こ
な
っ
た
際
、
「
徐
文
貞
、
羅
文
恭

洪
先
、
趙
浚
谷
時
春
、
唐
荊
川
順
之
」
が
そ
れ
に
加
勢
す
る
と
、「
侍
御
毛
介
川
愷
、
張
浮
峰
元
冲
、
胡
梅
林
宗
憲
」
等
が
從
「
游
」
し
、

「
奮
い
立
つ
士
大
夫
は
夥
し
か
っ
た
（
士
類
興
起
甚
衆
）」

。
（18）

嘉
靖
二
一
年
五
月
、
吏
科
給
事
中
に
選
ば
れ
た
張
元
冲
に
對
し
、
鄒
守
益
は
、
周
怡
（
號
訥
溪
）
と
の
同
時
陞
進
を
慶
賀
し
た
。
そ
れ

は
士
人
社
會
の
現
狀
を
憂
慮
し
、
そ
の
打
開
を
王
門
の
同
志
に
期
待
し
た
か
ら
で
も
あ
る
。
鄒
守
益
は
周
怡
に
書
簡
を
送
り
、「
士
人
の

風
氣
は
日
に
日
に
惡
化
し
て
お
り
、（
人
は
見
解
の
）
異
同
を
（
相
手
に
對
す
る
）
愛
憎
（
の
基
準
）
と
し
、
そ
の
愛
憎
を
（
官
位
）
昇

降
（
の
基
準
）
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
時
流
の
嗜
好
に
乘
じ
る
者
に
は
ま
す
ま
す
都
合
良
く
、
流
俗
（
の
害
惡
）
を
救
お
う
と
す
る
者
は
拒

ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
廉
正
な
人
士
が
盡
力
し
て
挽
囘
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
き
っ
と
（
『
詩
經
』
大
雅
桑
柔
篇
に
言
う
）「

載

ち
胥
及

す
な
わ

あ
い
と
も

に
溺
る
」
だ
（
士
習
日
變
、
以
同
異
爲
愛
憎
、
以
愛
憎
爲
升
沈
、
故
趨
時
好
者
愈
巧
、
而
援
流
俗
者
或
沮
、
非
正
人
端
夫
出
力
以
挽
之
、

將
載
胥
及
溺
矣
）」
と
訴
え
、
ま
た
張
元
冲
に
も
、
「
若
し
中
行
に
藉
口
し
て
狂
狷
を
俯
誚
す
れ
ば
、
將
に
恐
ら
く
は
胡
廣
の
中
庸
に
流
れ

も
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ん
矣
」
と
告
げ
た

。
胡
廣
は
、
東
漢
期
、
權
力
者
に
阿
附
し
六
名
の
皇
帝
に
仕
え
た
大
臣
で
あ
る
。

（19）

個
人
的
な
愛
憎
を
政
治
的
公
平
性
や
學
問
的
眞
理
に
す
り
替
え
て
正
當
化
す
る
風
潮
、
鄒
守
益
に
據
れ
ば
そ
う
し
た
風
潮
が
當
時
の
士

人
社
會
に
瀰
漫
し
て
い
た
。
「
中
行
に
藉
口
」
す
る
姿
勢
が
、
こ
の
風
潮
を
助
長
し
た
。
公
平
中
立
を
裝
い
つ
つ
有
力
者
に
迎
合
す
る
わ

け
だ
が
、
鄒
守
益
は
、
こ
の
自
己
保
身
的
な
「
中
庸
」
を
斥
け
、
平
穩
を
亂
す
「
狂
」
も
し
く
は
「
狷
」
な
る
行
動
こ
そ
が
現
狀
變
革
の

鍵
だ
と
捉
え
た

。
だ
か
ら
こ
そ
王
學
の
硏
鑽
に
勵
む
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
の
が
か
れ
ら
の
共
通
認
識
で
あ
っ
た
。
劉
宗
周
所
撰
「
墓

（20）

誌
銘
」
に
據
れ
ば
、
張
元
冲
は
、
當
時
、
内
閣
の
首
輔
で
あ
っ
た
夏
言
の
引
き
立
て
に
よ
り
嚴
嵩
が
「
入
相
」
す
る
と
、「
（
嚴
嵩
の
場
合
）

そ
の
心
持
ち
は
大
ら
か
で
は
な
く

、
天
子
の
側
近
に
は
相
應
し
く
な
い
（
其
心
術
不
光
、
不
宜
在
天
子
左
右
）」
と
上
奏
し
、
嚴
嵩
に
憎

（21）

ま
れ
た
。
ま
た
、
嘉
靖
二
四
年
一
〇
月
に
工
科
都
給
事
中
と
な
っ
た
か
れ
は
、「
玄
脩
」
に
耽
り
政
務
を
怠
る
嘉
靖
帝
に
對
し
、
朝
議
に

臨
む
よ
う
申
し
出
て
も
い
る
。
毛
奇
齡
所
撰
「
傳
」
は
、
そ
う
し
た
「
直
」
言
が
嫌
わ
れ
て
、
地
方
に
追
い
や
ら
れ
た
と
す
る
。
江
西
參

政
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

毛
氏
撰
「
傳
」
は
、
王
守
仁
の
存
命
中
、
門
人
た
ち
が
良
知
を
め
ぐ
っ
て
議
論
す
る
な
か
、
ひ
と
り
張
元
冲
は
「
氣
節
」
に
よ
っ
て
み

ず
か
ら
を
鼓
舞
し
、「
人
之
生
也
直
」
と
語
っ
た
、
と
も
記
す
。『
論
語
』
雍
也
篇
の
こ
の
一
句
に
つ
い
て
、
朱
熹
『
章
句
』
は
「
程
子
曰

く
、
生
の
理
は
本
よ
り
直
」
と
端
的
に
述
べ
、『
四
書
大
全
』（
卷
六
）
に
は
「
謂
う
所
の
直
な
る
者
、
天
下
の
好
惡
を
公
に
し
て
、
以
て

私
と
爲
さ
ざ
る
な
り
」
と
い
っ
た
南
軒
張
氏
の
説
明
が
載
る
。
程
朱
學
に
お
い
て
、
こ
の
「
直
」
の
字
義
は
普
遍
的
な
正
義
を
意
味
す
る
。

た
だ
し
張
元
冲
が
自
己
を
奮
い
立
た
せ
た
「
直
」
な
る
在
り
方
に
は
、
個
人
的
な
正
義
感
と
し
て
の
色
彩
が
強
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

給
事
中
の
立
場
で
發
揮
さ
れ
た
そ
の
正
義
感
は
果
た
し
て
公
憤
な
の
か
、
そ
れ
と
も
權
力
者
が
發
す
る
好
惡
の
情
と
、
第
三
者
的
に
見
れ

ば
大
差
の
な
い
恣
意
的
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
自
己
の
正
當
性
に
つ
い
て
、
か
れ
は
密
か
に
煩
悶
し
て
い
た
。
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五
、
地
方
官
と
し
て
⌰
江
西
時
代
そ
の
一

後
述
す
る
と
お
り
、
張
元
冲
は
遲
く
と
も
嘉
靖
二
七
年
（
一
五
四
八
）
六
月
ま
で
に
は
右
參
政
と
し
て
江
西
に
到
着
し
て
い
た
。
四
七

歳
當
時
の
こ
と
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
赴
任
前
後
の
時
期
に
、
歐
陽
德
（
號
南
野
、
一
四
九
六
－
一
五
五
四
）
に
對
し
書
簡
を
送
っ
た
。
江

西
泰
和
縣
の
人
で
あ
る
歐
陽
德
も
王
門
の
高
弟
で
あ
り
張
元
冲
に
較
べ
て
六
歳
ほ
ど
年
長
の
人
士
で
あ
る
。
か
れ
は
嘉
靖
一
八
年
以
降
、

官
僚
生
活
か
ら
離
れ
、
鄕
里
で
學
問
の
硏
鑽
に
努
め
て
い
た

。
し
か
し
再
出
仕
の
要
請
を
受
け
て
南
京
に
戾
り
、
同
二
六
年
に
は
國
子

（22）

監
祭
酒
に
轉
じ
た
。
そ
れ
故
、
張
元
冲
へ
の
返
書
で
は
こ
の
度
重
な
る
す
れ
違
い
に
ま
ず
觸
れ
、
つ
い
で
「
去
る
春
（
に
お
寄
せ
）
の
翰

敎
に
接
し
」
と
し
て
張
氏
の
文
章
を
引
用
し
た
。
こ
の
返
書
が
引
く
張
元
冲
の
文
章
を
示
す

。
（23）

（
貴
翰
に
）
謂
う
、
「
こ
の
數
年
、
多
く
の
事
象
に
關
わ
っ
て
、「
意
見
」
や
「
想
像
」
で
は
ま
っ
た
く
齒
が
立
た
な
い
こ
と
が
分
か

っ
た
。
日
常
的
な
應
酬
に
在
っ
て
は
、
ひ
た
す
ら
（
そ
の
場
の
）
是
を
是
と
す
る
か
非
を
非
と
す
る
か
の
二
點
だ
け
で
あ
り
、（
對

象
と
の
）
際
限
な
き
感
應
の
場
に
お
い
て
、
み
ず
か
ら
知
覺
し
み
ず
か
ら
反
省
す
る
。
な
ん
と
も
直
截
的
で
あ
り
、
き
わ
め
て
精
妙

微
細
な
も
の
が
あ
る
。
問
題
は
た
だ
「
欲
」
が
割
去
で
き
な
い
こ
と
だ
。
繊
細
微
妙
（
な
自
覺
や
反
省
）
が
安
易
（
な
自
己
肯
定
）

へ
と
瞬
時
に
入
れ
替
わ
り
、「
平
直
」
な
狀
況
に
お
い
て
た
ち
ま
ち
多
く
の
わ
だ
か
ま
り
が
で
き
る
。
し
か
し
（
「
欲
」
を
除
く
べ
く
）

玄
妙
な
手
立
て
に
助
け
を
求
め
れ
ば
、（
本
性
を
）
誤
魔
化
し
て
（
そ
の
明
晰
さ
は
）
暗
昧
に
な
る
。
毎
日
、「
意
見
」
の
渦
中
で
右

往
左
往
し
な
が
ら
歳
月
を
や
り
過
ご
し
、
「
日
々
新
た
に
な
る
」
進
歩
が
ま
っ
た
く
な
い
。
こ
う
し
た
事
態
は
、
そ
の
病
弊
が
み
ず
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か
ら
（
の
能
力
）
を
限
定
（
し
て
努
力
を
放
棄
）
し
た
者
よ
り
も
ひ
ど
い
（
と
い
う
も
の
だ
）」
と
（
謂
數
年
渉
事
對
境
、
覺
意
見

想
象
、
毫
髮
不
得
力
、
日
用
酬
酢
、
秖
是
是
非
非
兩
端
、
感
應
無
窮
、
自
知
自
覺
、
自
省
自
改
、
極
是
直
截
、
極
有
精
微
、
所
患
祇

恐
欲
不
能
割
、
纖
微
苟
安
、
俄
頃
變
換
、
平
直
之
中
、
便
多
窒
礙
、
乃
假
玄
虛
、
紛
飾
暗
昧
、
日
進
退
於
意
見
之
中
、
積
歳
累
時
、

総
無
日
新
之
益
、
此
其
病
甚
于
自
畫
者
矣
）。

こ
の
一
段
に
對
し
て
歐
陽
德
は
「
誠
に
然
り
、
誠
に
然
り
」
と
應
じ
、
さ
ら
に
「
わ
た
し
が
考
え
る
に
、
「
欲
」
を
割
去
で
き
な
い
こ

と
に
つ
い
て
は
、（
貴
翰
以
上
に
）
こ
と
さ
ら
な
解
説
は
必
要
な
い
。（
問
題
は
）
た
だ
「
志
」
が
本
當
に
確
乎
た
る
も
の
と
な
っ
て
い
な

い
こ
と
だ
け
だ
（
僕
以
爲
欲
不
能
割
、
更
別
無
可
解
説
、
祇
是
志
不
果
確
）」
と
記
し
た
。

張
元
冲
は
、
自
身
の
科
道
官
時
代
を
振
り
返
り
、
自
己
の
良
知
に
從
い
な
が
ら
職
務
を
完
遂
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
、
如
上
槪
括
し
た

の
だ
ろ
う
。
文
中
の
「
平
直
」
は
『
孟
子
』
離
婁
上
篇
に
言
う
「
方
員
平
直
」
の
そ
れ
と
見
る
。
一
定
の
基
準
に
據
っ
て
水
平
に
な
っ
た

狀
態
の
形
容
で
あ
り
、
書
簡
の
文
脈
に
從
え
ば
、
先
例
の
踏
襲
に
よ
る
事
態
の
收
拾
と
い
っ
た
在
り
方
が
想
定
で
き
る
。
だ
が
鄒
守
益
の

言
う
と
お
り
、
ま
や
か
し
の
「
中
庸
」
に
隨
從
す
る
行
爲
は
現
況
の
惡
化
を
招
く
だ
け
だ
。
と
は
い
え
「
意
見
」
や
「
想
像
」
へ
の
依
存

も
、
王
門
の
嚴
禁
事
項
で
あ
る
。
張
元
冲
は
、
時
々
刻
々
と
變
化
す
る
現
實
に
對
し
て
は
、
自
己
の
良
知
に
委
ね
、
そ
の
都
度
相
應
し
い

是
非
善
惡
を
現
前
さ
せ
る
べ
き
だ
と
了
解
す
る
一
方
で
、
そ
の
實
踐
が
頓
挫
し
が
ち
な
現
狀
に
つ
い
て
、
自
己
の
良
知
に
「
欲
」
が
纏
い

つ
き
、
そ
の
は
た
ら
き
が
鈍
ら
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
た
。

王
守
仁
の
『
年
譜
』
（
附
錄
）
嘉
靖
二
一
年
の
項
に
引
用
さ
れ
る
王
畿
の
「
碑
記
」
に
、
「
人
の
「
欲
」
に
は
大
別
し
て
ふ
た
つ
の
も
の

が
あ
る
。（
資
質
の
）
高
い
者
は
意
見
に
蔽
わ
れ
、
低
い
者
は
嗜
欲
に
蔽
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
心
に
對
す
る
病
弊
（
と
し
て
の
「
欲
」）
だ

（
人
之
欲
大
約
有
二
、
高
者
蔽
於
意
見
、
卑
者
蔽
於
嗜
欲
、
皆
心
之
累
也
）」
と
の
一
文
が
あ
る

。
た
だ
し
「
象
山
先
生
、
學
者
の
病
を

（24）
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分
別
し
て
、
二
種
あ
り
と
せ
り
。
一
は
是
れ
情
欲
、
一
は
是
れ
意
見
」
と
歐
陽
德
が
語
る
よ
う
に
、「
情
欲
」
と
「
意
見
」
と
を
區
別
す

る
理
解
も
王
門
で
は
通
行
し
て
い
た

。
こ
こ
で
張
元
冲
は
、
そ
の
前
者
の
理
解
に
據
っ
た
。
奥
深
い
良
知
の
判
斷
は
充
足
感
を
も
た
ら

（25）

し
て
く
れ
た
。
し
か
し
「
欲
」
に
誘
導
さ
れ
た
思
索
も
ま
た
自
身
を
安
逸
に
さ
せ
る
。
そ
こ
で
か
れ
は
、
こ
の
恣
意
的
な
悦
樂
か
ら
脱
す

る
に
は
「
欲
」
の
割
去
し
か
な
い
と
考
え
、
一
時
は
、
佛
道
兩
敎
が
説
く
情
欲
遏
絶
の
修
行
に
も
魅
力
を
覺
え
た
。

煩
悶
す
る
張
元
冲
に
對
し
、
歐
陽
德
は
、
そ
の
詳
細
な
現
狀
觀
察
に
半
ば
同
意
し
つ
つ
も
、
問
題
解
決
の
方
法
は
、
よ
り
根
本
的
な
と

こ
ろ
に
存
す
る
と
見
た
。
右
に
擧
げ
た
言
葉
に
續
け
て
、
か
れ
は
言
う
。

志
が
確
乎
と
し
て
い
れ
ば
（
主
體
は
）
專
一
に
な
る
。（
主
體
が
）
專
一
で
あ
れ
ば
、
對
象
と
の
應
對
も
ス
ッ
キ
リ
と
し
て
自
在
で

あ
り
、
（
自
己
の
本
心
が
）
對
象
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
寂
然
と
し
て
生
じ
な
い
。
世
間
の
多
樣
な
出
來
事
の
渦
中
で
も
、
澹
泊
で

味
が
な
い
か
の
ご
と
く
、「
欲
」
を
か
き
立
て
る
對
象
な
ど
見
出
さ
れ
な
い
。
さ
れ
ば
ど
う
し
て
、「
欲
」
が
割
去
で
き
な
い
と
い
っ

た
狀
況
な
ど
有
り
得
る
だ
ろ
う
か
（
志
確
則
止
、
止
則
感
應
酬
酢
、
湛
然
虛
靈
、
寂
無
所
動
、
於
世
間
種
種
色
色
、
澹
泊
無
味
、
不

見
可
欲
、
又
焉
有
欲
不
能
割
者
）
。

割
去
さ
れ
る
べ
き
「
欲
」
を
自
己
の
内
面
に
實
體
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
「
欲
」
の
發
生
は
良
知
の
動
搖
と
と
も
に
在
る
。
つ
ま
り

對
象
と
相
對
す
る
そ
の
場
に
お
い
て
、
自
己
の
良
知
を
信
じ
切
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
が
、
そ
の
場
に
創
り
出
し
た
相
互
關
係
を
、
か
り

に
良
知
を
信
じ
切
っ
て
現
前
さ
せ
た
關
係
と
較
べ
て
み
た
場
合
、
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
歪
み
こ
そ
が
、
「
欲
」
の
正
體
な
の
で

あ
る
。
そ
う
し
た
「
欲
」
は
當
人
の
良
知
以
外
に
は
感
知
で
き
な
い
。
か
か
る
理
解
の
も
と
で
歐
陽
德
は
、
張
元
冲
に
お
け
る
「
欲
」
の

實
體
化
傾
向
を
批
判
し
、
自
己
の
良
知
を
發
現
さ
せ
る
そ
の
場
に
お
い
て
の
み
「
欲
」
の
超
克
は
可
能
だ
、
と
諭
し
た

。
（26）

嘉
靖
二
七
年
六
月
、
江
西
「
青
原
」
の
或
る
「
僧
舎
」
に
お
い
て
講
學
の
會
が
開
か
れ
た
。
一
六
〇
名
ほ
ど
の
人
士
を
集
め
た
こ
の
講
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會
で
は
、「
良
知
と
（
そ
れ
に
對
す
る
）
意
見
の
害
と
」
の
解
明
が
討
議
さ
れ
た
。
主
な
参
加
者
は
、
遠
來
の
王
畿
や
錢
德
洪
の
ほ
か
地

元
の
羅
洪
先
（
號
念
菴
、
一
五
〇
四
－
一
五
六
八
）
ら
で
あ
る
。
王
畿
は
、
講
會
參
加
直
前
の
六
月
「
初
三
日
」、「
將
に
張
浮
峰
大
參
を

臨
に
晤
え
ん
と
し
」「
（
そ
の
日
の
）
暮
れ
に
（
羅
洪
先
ら
と
）
同
に
慧
力
寺
に
會
」
っ
た
。
そ
し
て
講
會
後
の
八
月
「
初
二
日
」
、
「
（
南

ま
み

と
も

昌
府
）
城
に
入
り
浮
峰
に
別
る
」

。
張
元
冲
は
、
江
西
赴
任
後
、
普
段
は
南
昌
の
役
所
に
出
勤
し
な
が
ら
も
、
こ
の
時
は
、
舊
知
の
王

（27）

畿
ら
を
迎
え
る
べ
く
臨
江
府
に
出
向
い
た
。
府
城
南
方
の
贛
江
に
面
す
る
の
が
慧
力
寺
で
あ
る
（
隆
慶
『
臨
江
府
志
』
卷
一
三
「
雜
志
」
）
。

お
そ
ら
く
講
會
に
は
不
參
加
で
あ
っ
た
張
元
冲
だ
が
、
王
畿
と
は
、
王
門
に
お
け
る
當
時
喫
緊
の
「
意
見
」
に
ま
つ
わ
る
話
柄
に
關
し
て

も
、
互
い
の
心
得
を
語
り
合
っ
た
だ
ろ
う
。

嘉
靖
二
八
年
春
、
張
元
冲
の
母
唐
氏
に
對
し
鄒
守
益
が
「
達
壽
篇
」
を
贈
っ
た
。
こ
の
文
章
に
は
錢
德
洪
所
撰
の
祝
文
が
引
用
さ
れ
て

い
る

。
錢
德
洪
は
、
そ
も
そ
も
同
二
〇
年
九
月
、
郭
勛
の
事
案
に
連
座
し
て
獄
に
繫
が
れ
、
二
二
年
に
は
民
籍
に
下
さ
れ
て
い
た
。
そ

（28）

れ
以
降
の
或
る
時
期
、
か
れ
は
張
元
冲
に
書
簡
を
送
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
王
畿
と
の
思
想
的
立
場
の
違
い
を
念
頭
に
、「
（
兩
者
の
思
考
が
）

一
體
と
な
っ
た
境
涯
に
（
自
分
が
）
ま
る
ご
と
到
達
で
き
た
狀
態
を
、
ま
だ
示
し
て
い
な
い
（
未
見
能
渾
接
一
體
）
」
と
述
べ
つ
つ
も
、「
歸

鄕
後
、
立
て
續
け
に
多
く
の
患
難
を
被
り
、
小
生
は
は
じ
め
て
純
粹
に
本
心
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
龍
溪
も
ま
た
、
現
實
の
出
來
事

と
關
わ
る
な
か
で
（
良
知
の
覆
い
を
）
磨
き
洗
お
う
と
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
が
、
ま
さ
し
く
（
好
敵
手
と
し
て
）
相
對
す
る
時
期
だ
（
歸

來
屢
經
多
故
、
不
肖
始
能
純
信
本
心
、
龍
溪
亦
於
事
上
肯
自
磨
滌
、
自
此
正
相
當
）」
と
告
げ
る
一
文
が
あ
る

。
硏
鑽
の
成
果
に
對
す
る

（29）

審
判
の
要
請
で
あ
ろ
う
。
天
泉
橋
問
答
の
陪
席
者
で
あ
っ
た
張
元
冲
へ
の
信
賴
の
證
し
で
あ
る
。
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六
、
地
方
官
と
し
て
⌰
廣
東
時
代

（
一
）
策
題
と
程
策

嘉
靖
三
〇
年
（
一
五
五
一
）、
張
元
冲
は
廣
東
等
處
提
刑
按
察
使
へ
の
轉
任
を
命
じ
ら
れ
た

。
そ
の
明
く
る
三
一
年
秋
に
擔
當
し
た
の

（30）

が
鄕
試
監
試
官
で
あ
る
。
當
該
の
試
錄
が
收
め
る
程
論
に
、
本
稿
冒
頭
に
所
揭
の
「
有
意
爲
善
、
雖
善
亦
粗
」
と
の
一
文
が
載
る
。
試
驗

の
主
要
外
簾
官
は
、
監
臨
官
が
郭
文
周
（
福
建
福
安
人
）、
提
調
官
が
談
愷
（
南
直
隷
無
錫
人
）
と
劉
采
（
湖
廣
麻
城
人
）、
監
試
官
が
張

元
冲
と
尤
瑛
（
南
直
隷
無
錫
人
）
で
あ
る
。
内
簾
官
は
、
主
考
官
が
黃
以
賢
と
苟
文
奎
で
あ
り
、
六
名
の
同
考
官
と
と
も
に
い
ず
れ
も
「
貢

士
」
身
分
の
地
方
敎
官
で
あ
る
。
受
驗
生
の
選
拔
は
提
學
副
使
張
希
擧
（
江
西
南
昌
人
）
が
お
こ
な
っ
た
（
試
錄
「
序
」）
。
な
お
收
掌
供

給
官
と
し
て
、
張
元
冲
と
同
年
の
肇
慶
府
知
府
李
寵
（
湖
廣
麻
城
人
）
が
參
加
し
た
。
歐
陽
德
が
そ
の
將
來
を
期
待
し
た
人
物
の
ひ
と
り

で
あ
る

。
（31）

張
元
冲
は
、
右
の
程
論
に
對
し
て
の
み
な
ら
ず
、
同
じ
試
驗
の
策
題
第
三
問
の
作
成
に
も
積
極
的
に
關
與
し
た
、
と
筆
者
は
推
定
す
る
。

そ
の
問
題
文
お
よ
び
模
範
答
案
（
「
程
策
」）
に
は
程
論
の
主
旨
と
も
共
通
す
る
學
問
觀
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
り
、
程
論
を
分
析
す
る
前

に
、
當
該
策
題
の
思
想
傾
向
を
槪
觀
し
て
お
く
。

策
問
は
、
孔
子
以
後
の
儒
者
に
お
け
る
「
道
」
と
「
學
」
と
に
關
す
る
多
樣
な
發
言
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
「
そ
も
そ
も
師
友
（
が
お

こ
な
う
學
問
）
の
源
流
は
唯
一
無
二
な
の
に
、
立
言
の
違
い
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
（
違
い
に
關
す
る
）
説
明
が
（
發
言
者
に
）
な
い
わ

け
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
主
旨
は
同
じ
な
の
に
（
そ
れ
を
後
世
の
）
人
が
察
知
し
な
い
の
か
（
夫
師
友
源
流
有
一
無
二
、
而
立
言
之
殊
如
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此
、
豈
無
其
説
歟
、
抑
旨
趣
本
同
而
人
不
察
歟
）」
と
の
言
葉
を
投
げ
か
け
、
受
驗
生
に
囘
答
を
求
め
た
。「
旨
趣
」
の
唯
一
性
を
前
提
に

据
え
た
質
問
で
あ
り
、
そ
の
「
旨
趣
」
を
多
樣
な
「
立
言
」
と
ど
う
關
連
づ
け
る
か
が
受
驗
生
の
腕
の
見
せ
所
な
の
だ
が
、
策
問
は
關
連

づ
け
の
方
向
も
示
し
て
い
た
。
問
題
文
の
末
尾
に
、「
夫
れ
學
は
自
得
よ
り
貴
き
は
莫
し
。
之
を
自
得
す
れ
ば
、
則
ち
凡
そ
名
義
の
散
殊
、

聖
賢
の
同
異
も
、
必
ず
會
通
一
貫
の
見
あ
ら
ん
矣
」
と
あ
る
ご
と
く
、
「
自
得
」
の
場
に
お
け
る
個
別
の
「
立
言
」
を
ど
う
評
價
す
る
か

が
、
囘
答
の
眼
目
と
な
る
。

こ
の
策
問
に
對
す
る
程
策
は
、
冒
頭
に
、「
天
下
の
道
は
夫
の
一
を
貞
す
者
な
り
、
君
子
の
學
は
諸
を
心
に
求
め
る
者
な
り
」
と
の
一

た
だ

こ
れ

文
を
揭
げ
る
。
そ
の
前
半
は
説
明
を
省
い
た
簡
潔
な
言
説
で
あ
り
、
他
方
、
後
半
は
心
得
の
意
義
を
讚
美
す
る
に
止
ま
る
も
の
の
よ
う
だ

が
、
程
策
の
作
者
に
と
っ
て
こ
の
一
文
は
、
答
案
の
所
説
を
凝
縮
し
た
文
章
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
推
測
さ
せ
る
の
が
、
程
策
中
盤
の
或
る

一
段
で
あ
る
。

體
認
が
眞
實
で
あ
り
、
實
踐
が
極
致
に
達
す
る
（
内
容
の
）
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、（
多
樣
な
學
問
の
そ
の
）
一
端
を
堅
持
し
た
だ

け
で
も
身
を
修
め
る
に
は
十
分
で
あ
り
、
（
道
に
關
す
る
形
容
の
そ
の
）
ひ
と
す
み
を
取
り
あ
げ
た
だ
け
で
も
道
を
體
得
す
る
に
は

十
分
で
あ
る
（
體
認
之
眞
、
踐
履
之
至
、
則
執
其
一
端
、
足
以
成
身
、
擧
其
一
隅
、
足
以
見
道
）
。

道
や
學
問
に
關
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
片
言
隻
語
に
つ
い
て
、
そ
の
い
ず
れ
に
對
し
て
も
、
確
か
な
實
踐
を
と
も
な
う
眞
の
自
得
の
場
で
の

發
言
だ
と
の
理
由
の
も
と
、
肯
定
す
る
文
章
で
あ
る
。
右
の
一
段
は
、
こ
の
程
策
の
眼
目
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
か
か
る
眼
目
に
從
い
冒

頭
の
一
文
を
解
釋
す
る
な
ら
ば
、
「
天
下
に
流
通
す
る
道
に
つ
い
て
の
多
樣
な
言
説
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
根
源
の
「
一
」
を
堅
持
す
る
も
の

で
あ
り
、
君
子
が
お
こ
な
う
各
種
の
學
問
は
、
み
な
個
別
に
各
自
の
心
に
お
い
て
道
と
の
一
致
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
」、
と
讀
む
こ
と

が
で
き
る
。
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（
二
）
程
論
一

こ
の
試
驗
の
論
題
は
、『
論
語
』
雍
也
篇
所
揭
「
樊
遲
問
知
」
條
の
一
句
「
仁
者
先
難
而
後
獲
」
で
あ
る
。
孔
子
に
對
し
樊
遲
が
「
知
」

に
つ
い
て
質
問
し
、
そ
の
次
に
「
仁
」
を
た
ず
ね
た
際
の
孔
子
の
囘
答
で
あ
り
、
朱
註
は
、「
其
の
事
の
難
き
所
を
先
に
し
て
、
そ
の
效

の
得
る
所
を
後
に
す
。
仁
者
の
心
な
り
。
此
れ
必
ず
樊
遲
の
失
に
因
り
て
之
を
告
ぐ
」
と
記
し
、
樊
遲
と
い
う
、
顔
囘
ほ
ど
の
資
質
に
は

惠
ま
れ
な
か
っ
た
弟
子
に
對
す
る
便
法
的
な
囘
答
だ
と
解
釋
す
る
。
原
文
に
卽
し
た
理
解
だ
と
み
な
せ
る
が
、
朱
熹
は
、
程
子
「
又
曰
わ

く
、
先
難
と
は
克
己
な
り
。
難
き
所
を
以
て
先
と
爲
し
て
獲
る
所
を
計
ら
ざ
る
は
、
仁
な
り
」
と
も
附
け
加
え
た
。
仁
の
實
現
は
「
克
己

復
禮
」
の
實
踐
に
據
る
の
が
本
筋
だ
、
と
言
う
の
だ
ろ
う
。「
後
」
に
「
獲
」
得
さ
れ
る
利
益
を
期
待
す
る
意
識
な
ど
は
、
克
去
さ
れ
る

べ
き
「
私
心
」
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
を
朱
熹
は
「
期
必
之
心
」
や
「
期
望
之
意
」
と
も
表
現
し
た

。
（32）

試
錄
に
は
二
題
の
程
論
が
載
る
。
解
元
張
大
猷
に
よ
る
一
六
八
二
文
字
の
文
章
と
、
第
九
名
鄒
可
張
に
よ
る
一
五
二
一
文
字
の
そ
れ
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
張
論
お
よ
び
鄒
論
と
呼
ぶ
。
問
題
の
一
文
が
載
る
の
は
後
者
鄒
論
の
方
で
あ
る
。

張
論
は
、「
仁
の
道
は
天
道
な
り
。
仁
を
求
む
る
者
は
、
能
く
其
の
期
必
の
私
心
を
去
り
、
以
て
其
の
流
行
の
本
體
に
順
い
て
、
其
れ

斯
ち
以
て
仁
と
爲
す
べ
し
矣
」
と
始
ま
る
。
朱
熹
の
本
意
に
沿
い
、
理
想
的
な
「
求
仁
」
の
方
法
に
關
す
る
説
明
を
ま
ず
記
し
た
の
で
あ

り
、
論
の
中
盤
に
も
「
克
己
復
禮
」
こ
そ
が
仁
を
求
め
る
「
宗
旨
」
だ
と
あ
る
。
た
だ
し
張
論
に
は
、
朱
註
を
批
判
す
る
主
張
も
ま
た
載

る
。
「
こ
の
宗
旨
を
脇
に
置
き
つ
つ
仁
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
者
な
ど
は
、
迂
遠
に
し
て
成
果
が
擧
が
ら
な
い
か
の
如
き
で
あ

る
。
噫
、
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
聖
人
が
人
び
と
に
對
し
仁
の
實
現
方
法
を
敎
え
る
う
え
で
、
そ
の
發
言
に
は
（
相
手
に
應
じ
て
）

高
下
深
淺
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
實
質
は
と
い
え
ば
、
ど
れ
も
相
手
に
對
し
、
そ
の
私
心
を
克
去
さ
せ
る
だ
け
の
も
の
だ
（
外
是

而
謂
可
以
求
仁
者
、
疑
若
迂
緩
而
無
功
、
噫
豈
其
然
哉
、
聖
人
敎
人
之
爲
仁
也
、
其
言
雖
有
高
下
淺
深
之
不
同
、
而
其
實
則
皆
使
人
克
去
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其
私
而
已
矣
）
」。
孔
子
の
敎
誨
は
弟
子
の
資
質
に
應
じ
て
自
在
に
變
化
す
る
。
だ
が
そ
の
根
柢
に
在
る
の
は
、
い
つ
の
場
合
で
も
、
私
心

の
克
去
を
そ
の
相
手
に
對
し
て
促
す
心
情
だ
。
孔
子
の
こ
の
心
情
に
つ
い
て
、
張
論
は
、
樊
遲
の
よ
う
な
弟
子
も
正
し
く
理
解
し
て
實
踐

に
臨
ん
だ
と
見
る
。

樊
遲
も
ま
た
（
孔
子
に
敎
え
ら
れ
た
）
方
法
を
實
踐
し
、
そ
し
て
そ
の
心
に
も
と
づ
い
て
仁
を
求
め
た
の
だ
か
ら
、（
仁
者
の
）
境

地
に
は
た
だ
ち
に
到
達
で
き
ず
、
利
益
に
近
づ
こ
う
と
す
る
私
心
が
す
で
に
勝
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
（
か
れ
が
仁
を
求

め
る
）
そ
の
一
瞬
も
ま
た
一
事
象
も
、
天
理
の
大
い
な
る
發
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
。（
そ
れ
故
）
か
れ
は
仁
者
（
の
境
地
）
に
進
む

の
で
あ
る
。
（
孔
子
の
敎
え
に
は
）
な
ん
と
も
餘
裕
が
あ
る
も
の
だ
（
遲
也
執
是
方
、
以
自
反
其
心
以
求
仁
、
雖
未
能
卽
造
其
域
而

近
利
之
私
已
勝
、
將
無
一
時
一
事
而
非
天
理
之
流
行
、
其
進
於
仁
也
、
不
亦
裕
如
哉
）。

「
裕
如
」
と
は
楊
雄
『
法
言
』
五
百
篇
に
見
え
、
孔
子
の
「
神
明
」
さ
を
絶
讚
す
る
表
現
で
あ
る
。
孔
子
に
は
、
對
象
の
資
質
に
應
じ

て
そ
の
持
ち
前
を
全
う
さ
せ
る
能
力
が
あ
っ
た

。
張
論
は
續
け
て
、
仁
を
求
め
る
う
え
で
「
敬
恕
」
に
よ
っ
た
仲
雍
や
「
訒
言
」
に
よ

（33）

っ
た
司
馬
牛
も
（
『
論
語
』
顔
淵
篇
）
、
い
ず
れ
も
そ
の
實
踐
に
「
私
意
」
が
介
在
し
て
い
な
い
點
で
樊
遲
と
同
樣
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
る
。

弟
子
の
資
質
を
巧
み
に
見
分
け
る
孔
子
の
助
言
に
よ
り
、
弟
子
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
自
己
内
面
の
「
天
理
」
を
輝
か
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。
で
は
そ
う
し
た
弟
子
た
ち
は
、
自
力
で
は
仁
に
た
ど
り
着
け
な
い
の
か
。
囘
答
は
否
。
程
論
は
、
「
仁
を
求
め
る
は
、
其
の
私
心
を

克
去
す
る
よ
り
切
な
る
は
莫
く
、
立
志
よ
り
尤
も
先
な
る
は
莫
し
」
と
斷
言
す
る
の
で
あ
る
。
樊
遲
や
仲
雍
ら
は
、
「
志
」
が
專
一
で
あ

れ
ば
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
敎
示
さ
れ
た
個
別
の
實
踐
に
依
據
し
つ
つ
仁
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
方
、
そ
う
で
な
い
者
は
、
か
り
に

「
克
己
復
禮
」
の
敎
誨
を
毎
日
聞
い
た
と
し
て
も
「
迂
緩
に
し
て
功
な
し
」。

こ
こ
で
「
立
志
」
す
る
意
欲
と
は
、
自
身
に
與
え
ら
れ
た
個
別
的
敎
誨
の
實
質
を
、
「
私
心
」
の
克
去
と
い
う
成
果
へ
と
結
び
つ
け
る
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思
想
的
基
盤
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
樊
遲
の
實
踐
は
、
顔
囘
の
そ
れ
に
較
べ
て
も
遜
色
は
な
く
、
仁
へ
の
到
達
の
遲
速

な
ど
は
問
題
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
張
論
の
結
論
で
あ
る
。

王
守
仁
は
そ
の
「
示
弟
立
志
説

乙
亥
」
に
お
い
て
、「
夫
そ
も
學
は
立
志
よ
り
先
な
る
は
莫
し
」
と
説
い
て
い
た

。
そ
し
て
こ
の
主

（34）

張
を
敷
衍
し
て
、
「
故
に
、
お
よ
そ
わ
ず
か
で
も
私
欲
が
（
内
面
に
）
き
ざ
し
た
な
ら
ば
、
志
が
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
を
ひ
た
す
ら
責

め
る
。（
さ
す
れ
ば
）
そ
れ
に
應
じ
て
私
欲
は
か
げ
を
潛
め
る
（
故
凡
一
毫
私
欲
之
萌
、
只
責
此
志
不
立
、
卽
私
欲
便
退
）」
と
ま
と
め
、

「
思
う
に
ど
ん
な
時
で
も
志
を
立
て
ず
志
（
の
不
確
立
）
を
責
め
な
い
時
間
は
な
い
し
、
ど
ん
な
事
柄
で
も
志
を
立
て
ず
志
（
の
不
確
立
）

を
責
め
な
い
場
面
は
な
い
（
蓋
無
一
息
而
非
立
志
責
志
之
時
、
無
一
事
而
非
立
志
責
志
之
地
）
」
と
も
述
べ
た
。
つ
ま
り
自
身
の
念
慮
が

「
天
理
」
そ
の
も
の
で
あ
る
よ
う
不
斷
の
自
己
覺
醒
を
求
め
た
の
だ
が

、「
示
弟
立
志
説
」
は
、
こ
の
議
論
を
も
う
一
段
展
開
さ
せ
た
。

（35）

「
古
え
よ
り
聖
賢
た
ち
は
（
相
異
な
る
）
時
點
（
で
の
個
別
事
情
）
に
應
じ
て
敎
説
を
示
し
て
お
り
、
（
そ
れ
ら
の
内
容
は
）
同
じ
で
は

な
い
か
の
ご
と
き
だ
が
、
そ
の
は
た
ら
き
や
主
旨
に
は
少
し
の
違
い
も
あ
る
わ
け
で
は
な
い
（
自
古
聖
賢
因
時
立
敎
、
雖
若
不
同
、
其
用

功
大
指
無
或
少
異
）
」
と
説
き
、
所
謂
「
精
一
」
や
「
敬
義
」
、「
格
致
」
と
い
っ
た
各
種
の
傳
統
的
な
學
問
も
、
そ
の
「
歸
宿
」
は
一
致

す
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
古
代
の
聖
賢
も
ま
た
各
自
の
「
志
」
の
確
立
に
專
念
す
る
點
で
は
同
一
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
置
か
れ
た
場

面
に
應
じ
て
、
學
問
を
語
る
表
現
が
異
な
っ
て
い
た
だ
け
な
の
だ
。

こ
の
「
示
弟
立
志
説
」
の
論
理
展
開
を
、
張
論
は
逆
に
た
ど
る
。
樊
遲
や
仲
雍
に
與
え
ら
れ
た
個
別
の
實
踐
内
容
は
、
か
れ
ら
に
と
っ

て
眞
實
そ
の
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
實
踐
は
「
立
志
」
の
意
欲
に
支
え
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
。
先
に
擧
げ
た
策
題
お
よ
び
そ

の
程
策
に
し
て
も
、「
志
」
字
は
見
え
な
い
も
の
の
、
同
樣
の
思
考
に
依
據
し
た
も
の
だ
と
捉
え
ら
れ
る
。

王
門
の
人
士
も
ま
た
「
立
志
」
を
實
踐
上
の
重
要
な
課
題
と
し
た
。
と
く
に
歐
陽
德
に
は
、
こ
の
敎
説
に
ま
つ
わ
る
發
言
が
多
い
。
た
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と
え
ば
「
答
曾
思
極
」
書
で
は
、
立
志
の
有
無
は
人
の
生
死
を
決
す
る
重
大
事
だ
と
し
て
、「
そ
も
そ
も
學
問
は
立
志
こ
そ
が
も
っ
と
も

重
大
で
あ
る
。
…
…
陽
明
先
生
は
、
志
と
は
人
の
生
命
、
生
命
が
續
か
な
け
れ
ば
人
は
死
ぬ
と
言
わ
れ
た
（
大
抵
學
莫
大
於
立
志
。
…
…

陽
明
先
生
言
、
志
者
人
之
命
、
命
不
續
則
人
死
）
」
と
告
げ
、
同
氏
へ
の
第
二
書
で
も
「
立
志
と
い
う
敎
説
は
あ
り
ふ
れ
た
表
現
だ
が
、

し
か
し
我
わ
れ
は
（
そ
れ
に
よ
っ
て
）
立
脚
點
を
堅
く
定
め
て
し
な
や
か
に
着
手
す
る
。
志
と
は
、
良
知
と
い
う
明
晰
で
強
靱
な
本
體
で

あ
り
、
立
志
と
は
、
致
良
知
と
い
う
明
晰
で
強
靱
な
實
踐
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
立
志
之
説
、
雖
淺
近
語
、
卻
是
吾
人
札
定
脚
跟
實
著
、
志

卽
良
知
精
明
堅
確
之
體
、
立
志
卽
致
知
精
明
堅
確
之
功
）」
と
述
べ
た

。「
志
」
と
「
立
志
」
と
は
體
用
相
卽
の
關
係
に
在
る
。
つ
ま
り

（36）

そ
の
志
と
は
、
實
現
を
目
指
し
て
立
て
ら
れ
た
目
標
な
ど
で
は
な
く
、
自
己
が
覺
醒
し
て
在
る
こ
と
そ
れ
自
體
を
意
味
す
る
。
前
述
し
た

と
お
り
、
歐
陽
德
は
、
張
元
冲
に
對
し
て
も
「
志
が
確
乎
と
し
て
い
れ
ば
（
主
體
は
）
專
一
に
な
る
」
と
説
い
て
い
た
。
畏
友
の
訓
誨
を

受
け
、
張
元
冲
は
、
王
守
仁
由
來
の
立
志
説
を
改
め
て
想
起
し
た
は
ず
で
あ
る
。

張
論
に
は
、
「
人
は
、
殘
忍
な
心
で
道
理
を
侵
し
、
そ
し
て
仁
を
損
な
う
こ
と
が
「
私
」
で
あ
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
が
、
仁
（
の

實
現
）
に
志
し
な
が
ら
も
、
（
目
的
の
獲
得
を
）
必
然
と
す
る
心
に
よ
っ
て
そ
れ
を
維
持
す
る
態
度
も
ま
た
、
や
は
り
「
私
」
で
あ
る
こ

と
は
分
か
ら
な
い
（
人
知
忍
心
害
理
（
『
論
語
』
憲
問
篇
朱
註
）
以
賊
仁
（
『
孟
子
』
梁
惠
王
下
篇
）
之
爲
私
、
而
不
知
有
志
於
仁
（
『
論

語
』
里
仁
篇
）
而
持
之
以
期
必
之
心
者
、
亦
私
也
）」
と
説
く
一
節
が
あ
る
。
仁
へ
の
志
向
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
意
識
は
、
仁
そ
の
も

の
で
あ
る
は
ず
の
主
體
に
作
用
し
て
、
自
己
分
裂
を
引
き
起
こ
す
「
私
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
志
」
と
「
立
志
」
と
を
體
用
相
卽
の
關

係
に
置
く
認
識
を
前
提
に
、
そ
の
相
卽
關
係
の
弛
緩
し
た
狀
態
を
「
私
」
と
表
現
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
し
た
「
私
」
の
解
消
は
、
歐

陽
德
が
張
元
冲
に
告
げ
た
ご
と
く
「
立
志
」
に
據
る
以
外
に
な
い
。

如
上
、
張
論
は
、「
仁
者
先
難
後
獲
」
と
い
う
論
題
を
め
ぐ
り
、
そ
の
前
半
で
は
朱
熹
の
解
釋
を
ふ
ま
え
た
説
明
を
記
し
つ
つ
も
、
朱
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熹
は
そ
の
價
値
を
低
く
見
た
樊
遲
の
「
求
仁
」
方
法
に
つ
い
て
、
樊
遲
と
い
う
個
性
に
相
應
し
い
實
踐
と
し
て
そ
れ
を
肯
定
す
べ
く
議
論

を
展
開
し
、
さ
ら
に
そ
の
理
論
的
根
據
を
王
守
仁
所
説
の
立
志
論
に
求
め
て
全
體
を
閉
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
披
瀝
さ
れ
た
「
私

心
」
理
解
も
ま
た
、
體
用
相
卽
の
存
在
理
解
に
立
脚
す
る
點
で
王
學
の
思
考
に
據
る
。
こ
の
答
案
の
作
者
が
試
錄
に
言
う
張
大
猷
で
あ
る

可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
が
、
や
は
り
張
元
冲
に
よ
る
代
作
と
捉
え
た
い
。
王
學
に
對
す
る
か
れ
の
實
踐
的
心
得
と
、
歐
陽
德
か
ら
の
宿

題
に
對
す
る
囘
答
と
の
雙
方
が
、
こ
の
論
に
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
見
る
か
ら
で
あ
る
。

（
三
）
程
論
二

で
は
、
張
論
の
代
作
者
を
張
元
冲
と
捉
え
た
場
合
、
そ
れ
と
並
ぶ
も
う
ひ
と
つ
の
程
論
に
つ
い
て
、
か
れ
を
そ
の
代
作
者
と
し
た
本
稿

の
想
定
に
不
都
合
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
鄒
論
は
、
な
ぜ
張
論
に
倂
置
さ
れ
た
の
か
。

鄒
論
は
、
そ
の
冒
頭
に
、「
仁
と
い
う
本
體
は
（
そ
の
内
容
を
）
形
容
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
心
と
い
う
本
體
は
（
そ
の
は
た
ら
き
を
）

發
揮
さ
せ
つ
く
す
こ
と
が
難
し
い
。（
と
は
い
え
）
心
と
異
な
る
場
面
で
は
仁
は
語
れ
ず
、
心
（
の
は
た
ら
き
）
を
發
揮
し
つ
く
す
の
で

な
け
れ
ば
仁
を
求
め
る
こ
と
は
語
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
心
學
の
妙
味
は
語
る
こ
と
が
ま
こ
と
に
容
易
で
は
な
い
の
だ
（
仁
之
本
體
難
名

也
、
心
之
本
體
難
盡
也
、
外
心
不
可
言
仁
、
非
盡
心
不
可
言
求
仁
、
然
心
學
之
妙
可
易
言
哉
）」
と
の
一
段
を
置
く
。「
求
仁
」
と
い
う
論

題
の
主
旨
は
「
盡
心
」
槪
念
の
究
明
と
不
可
分
だ
と
い
う
の
で
あ
り
、
か
く
述
べ
た
う
え
で
鄒
論
は
、
議
論
の
方
向
性
を
「
先
難
後
獲
」

と
の
論
題
と
結
び
つ
け
る
。「
（
對
應
が
）
難
し
い
事
柄
に
對
し
緩
慢
で
あ
る
と
は
、
そ
の
心
を
、
は
た
ら
き
か
け
る
對
象
を
持
た
な
い
ま

ま
ボ
ン
ヤ
リ
と
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
（
緩
其
所
難
者
、
是
忽
其
心
於
無
所
攝
）
」
、「
獲
得
さ
れ
る
事
柄
に
性
急
で
あ
る
と
は
、
そ
の
心
を
、

（
獲
得
を
）
期
待
す
る
對
象
に
縛
り
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
（
急
其
所
獲
者
、
是
繫
其
心
於
有
所
期
）」
。「
盡
心
」
の
障
礙
と
し
て
「
緩
」「
急
」
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兩
極
の
態
度
に
注
目
し
、
さ
ら
に
論
の
中
盤
で
は
、
形
容
の
困
難
な
仁
で
あ
る
が
「
故
に
、
孔
門
は
仁
を
言
う
こ
と
罕
な
り
」
と
す
る
一

方
で
、「
我
、
仁
を
欲
す
れ
ば
、
斯
ち
仁
、
至
れ
る
矣
」（
『
論
語
』
述
而
篇
）
と
の
言
葉
を
引
き
、
論
題
に
言
う
「
難
」
も
「
獲
」
も
「
先

後
」
も
、
畢
竟
「
吾
が
心
」
が
「
知
」
る
事
柄
で
あ
る
、
と
議
論
を
展
開
す
る
。
そ
し
て
『
孟
子
』
に
據
り
、
「
緩
」
に
起
因
す
る
缺
陷

を
「
忘
」
と
、
「
急
」
の
缺
陷
を
「
助
」
と
言
い
換
え
た
後
に
、
ま
と
ま
っ
た
思
考
を
示
し
た
。
張
載
に
由
來
す
る
一
文
は
そ
の
な
か
で

用
い
ら
れ
る
。

「
忘
」
れ
れ
ば
（
心
の
は
た
ら
き
は
）
停
止
し
て
し
ま
う
。
だ
が
吾
が
心
と
い
う
止
む
こ
と
の
な
い
本
體
は
（
元
來
）
そ
の
よ
う
で

は
な
い
。
「
助
」
け
れ
ば
（
心
の
は
た
ら
き
は
）
駁
雜
に
な
る
。
だ
が
吾
が
心
と
い
う
雜
じ
り
け
の
な
い
本
體
は
（
元
來
）
そ
の
よ

う
で
は
な
い
。
心
で
分
か
ら
な
け
れ
ば
仁
に
つ
い
て
も
分
か
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
心
（
の
は
た
ら
き
）
を
發
揮
し
つ
く
す
こ
と
で
仁

を
求
め
る
の
で
あ
り
、
そ
の
心
得
の
妙
味
は
、
ま
さ
し
く
自
得
（
の
具
合
）
が
ど
う
か
に
左
右
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か

（
忘
則
息
矣
、
吾
心
不
息
之
本
體
不
如
是
也
、
助
則
雜
矣
、
吾
心
不
雜
之
本
體
不
如
是
也
、
無
得
於
心
、
則
無
得
於
仁
、
此
盡
心
以

求
仁
、
其
心
得
之
妙
、
誠
在
自
得
之
何
如
也
、
何
也
）。

そ
も
そ
も
人
の
心
と
は
、（
『
孟
子
』
告
子
上
篇
に
言
う
ご
と
く
）
存
亡
が
一
定
せ
ず
、
そ
れ
を
堅
持
し
て
保
つ
こ
と
が
容
易
で
は
な

い
も
の
で
あ
る
。
一
念
と
い
う
わ
ず
か
に
（
そ
の
は
た
ら
き
が
）
具
體
化
さ
れ
た
と
き
で
も
、
攻
め
入
っ
て
く
る
外
物
は
數
多
く
、

故
に
（
侵
入
を
）
防
止
し
（
心
を
）
引
き
締
め
る
こ
と
を
怠
れ
ば
、
外
物
は
侵
入
し
て
内
面
（
の
本
心
）
は
出
奔
し
、
眞
な
る
在
り

方
に
背
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
點
が
、
難
事
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
理
由
な
の
で
あ
る
。（
し
か
し
）
ど
う
し
て
心
を
（
對
象
に
向
け

て
）
は
た
ら
か
せ
ず
、
そ
の
缺
陷
と
し
て
「
忘
」
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
良
い
だ
ろ
う
か
。
人
の
心
の
い
わ
ゆ
る
「
私
」
に

つ
い
て
言
え
ば
、
お
よ
そ
「
意
」
や
「
必
」
に
も
と
づ
く
も
の
は
や
は
り
「
私
」
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
（
善
を
お
こ
な
お
う
と
す
る
）
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意
識
を
と
も
な
っ
て
善
を
お
こ
な
え
ば
、（
現
象
と
し
て
は
）
善
だ
が
必
ず
粗
が
あ
る
、
と
言
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
將
」
る
こ
と
も

お
く

「
迎
」
え
る
こ
と
も
な
い
こ
と
、
そ
れ
が
心
學
と
い
う
細
や
か
な
學
問
の
絶
妙
で
あ
る
理
由
な
の
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
點
が
、
獲

得
を
後
に
す
べ
き
理
由
な
の
で
あ
る
。
（
し
か
し
）
ど
う
し
て
そ
の
心
を
過
剩
に
は
た
ら
か
せ
、
そ
の
缺
陷
と
し
て
「
助
」
け
る
、

と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
良
い
だ
ろ
う
か
（
蓋
人
心
之
出
入
無
常
、
操
存
不
易
、
一
念
之
微
、
攻
取
者
衆
、
故
防
檢
少
怠
、
則
外
入
内

出
、
而
眞
者
漓
矣
、
此
難
之
所
以
當
先
也
、
其
可
無
所
用
心
而
或
失
則
忘
乎
、
至
於
人
心
所
謂
私
者
、
凡
起
於
意
必
、
則
亦
私
矣
、

故
曰
有
意
爲
善
、
雖
善
必
粗
、
此
無
將
無
迎
而
心
學
之
微
之
所
以
妙
也
、
此
獲
之
所
以
當
後
也
、
其
可
過
用
其
心
而
或
失
則
助
乎
）
。

「
忘
」
れ
ず
「
助
」
け
な
け
れ
ば
、（
對
象
に
然
る
べ
く
應
じ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
）
實
踐
は
日
ご
と
に
綿
密
に
な
り
、
（
物
事
と

關
わ
る
心
の
）
細
や
か
な
仕
組
み
は
次
第
に
純
粹
に
な
る
。
圓
滿
に
し
て
融
通
無
礙
な
變
化
（
を
體
現
し
）
、（
す
べ
て
が
）
合
一
す

る
と
い
う
神
奇
（
が
現
前
す
る
）
、
こ
れ
が
終
極
の
境
地
で
あ
り
、「
難
」
事
も
「
獲
」
得
も
「
先
」
も
「
後
」
も
（
區
別
が
）
な
く

な
っ
て
ひ
と
繫
が
り
。
こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
、
（
心
學
の
妙
味
は
）
吾
が
心
が
自
得
す
る
と
こ
ろ
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（
不
忘
不
助
、
則
功
日
以
密
、
機
漸
以
純
、
圓
融
之
化
、
合
一
之
神
、
是
其
終
也
、
無
難
無
獲
、
無
先
無
後
、
一
以
貫
之
者
矣
、
此

誠
在
吾
心
之
所
自
得
也
）。

生
得
的
な
心
の
在
り
方
を
「
不
息
」「
不
雜
」
と
見
定
め
つ
つ
も
、
そ
れ
が
現
前
さ
れ
て
い
な
い
事
態
の
説
明
か
ら
始
ま
る
一
段
で
あ

る
。
最
終
的
に
は
「
先
難
後
獲
」
の
區
別
を
撥
無
し
た
絶
對
の
境
涯
に
至
る
と
す
る
が
、
そ
う
し
た
境
涯
を
、
人
間
に
生
得
的
な
は
た
ら

き
が
囘
復
さ
れ
た
狀
態
だ
と
見
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
鄒
論
は
、
こ
の
生
得
的
な
は
た
ら
き
の
囘
復
に
あ
た
り
難
事
の
優
先

を
説
く
。
た
だ
し
そ
の
場
合
、
對
象
と
の
關
わ
り
を
拒
絶
し
た
世
界
に
逃
避
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
外
物
の
襲
來
か
ら
本
心
を
守
る

に
し
て
も
、
外
界
を
拒
否
す
る
無
爲
に
陷
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
だ
が
現
實
世
界
と
の
關
わ
り
を
保
持
し
た
場
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合
、
逆
に
關
わ
り
方
が
過
剩
と
な
り
、
對
象
へ
の
執
着
が
生
ま
れ
か
ね
な
い
。
有
爲
か
ら
の
超
克
が
必
定
だ
が
、
か
か
る
超
克
は
、
無
爲

を
峻
拒
す
る
こ
と
で
直
面
し
た
當
の
個
別
的
現
實
に
對
し
て
の
み
、
適
切
に
お
こ
な
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
「
獲
」
得
が
「
後
」
に
置
か
れ
た

理
由
で
あ
り
、
そ
の
「
後
」
と
は
、
時
間
的
な
先
後
に
加
え
論
理
的
な
そ
れ
を
も
含
意
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
如
上
鄒
論
は
、
そ
の
個
別

の
「
有
」
の
超
克
を
肝
要
と
捉
え
た
。
そ
し
て
そ
う
し
た
超
克
の
必
要
性
を
證
す
う
え
で
、
張
載
『
正
蒙
』
に
由
來
す
る
一
文
を
活
用
し

た
。
さ
れ
ば
こ
の
一
文
は
、
無
爲
を
乘
り
越
え
て
得
た
「
善
」
き
在
り
方
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
特
定
の
在
り
方
に
對
す
る
執
着
は
主
體
の

は
た
ら
き
に
對
す
る
障
礙
へ
と
變
質
す
る
、
と
の
認
識
を
前
提
と
し
て
、
こ
の
場
所
に
置
か
れ
た
も
の
だ
と
判
斷
で
き
る
。

鄒
論
が
要
請
す
る
の
は
、
有
無
雙
方
へ
の
偏
り
を
常
に
警
戒
し
た
實
踐
以
外
に
な
い
。
そ
れ
を
難
事
と
捉
え
、
そ
の
先
決
を
求
め
た
の

で
あ
る
。
そ
の
實
踐
は
、「
後
」
の
「
獲
」
得
を
論
理
的
な
必
然
と
し
て
隨
伴
さ
せ
る
。
論
題
所
説
の
「
先
難
後
獲
」
と
は
、
か
か
る
實

踐
に
つ
い
て
そ
の
構
造
を
説
明
す
る
文
句
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
構
造
を
持
て
ば
こ
そ
、
難
事
へ
の
取
り
組
み
の
繼
續
が
實
踐
そ
れ
自
體

を
成
熟
さ
せ
、
漸
進
的
な
成
熟
の
先
に
、
す
べ
て
の
區
別
が
渾
然
一
體
と
な
っ
た
境
涯
が
開
示
さ
れ
る
。
で
は
難
事
と
は
、
そ
も
そ
も
ど

の
よ
う
な
事
柄
を
指
す
の
か
。

鄒
論
は
、
右
の
一
段
に
續
け
て
、「
か
つ
て
孔
門
の
賢
者
た
ち
に
よ
る
求
仁
の
方
法
を
調
べ
た
が
、
や
は
り
い
ず
れ
も
各
自
の
難
事
に

卽
し
て
そ
れ
を
優
先
さ
せ
た
。（
か
れ
ら
は
）
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
心
情
を
抱
き
（
各
自
の
難
事
に
取
り
組
み
な
が
ら
）、
同
時
に
（
そ
れ
に

固
執
す
る
）
心
を
容
れ
る
餘
地
は
存
在
さ
せ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
盡
き
る
わ
け
だ
（
嘗
觀
孔
門
諸
賢
之
所
以
求
仁
、
亦
各
因
其
所
自
難
者

而
先
難
之
、
有
不
已
之
心
而
又
無
所
容
其
心
、
斯
已
矣
）
」
と
述
べ
る
。
難
事
と
は
或
る
特
定
の
實
踐
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

を
お
こ
な
う
個
性
に
應
じ
て
異
な
る
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
孔
子
が
弟
子
に
向
け
て
提
示
し
た
多
樣
な
實
踐
方
法
が
そ
れ
で
あ
り
、

弟
子
の
資
質
に
相
應
し
い
内
容
で
あ
る
點
に
お
い
て
そ
れ
を
肯
定
す
る
と
の
論
法
は
、
前
述
の
張
論
と
揆
を
一
に
す
る
。
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こ
こ
で
、「
不
已
の
心
」
を
抱
き
つ
つ
も
そ
れ
に
執
着
し
な
い
姿
勢
と
は
、「
獲
」
得
を
「
後
」
に
置
く
上
述
の
實
踐
形
態
の
別
表
現
だ

と
み
な
せ
る
。
鄒
論
は
、
以
下
、
樊
遲
・
仲
雍
・
司
馬
牛
・
顔
囘
と
、
張
論
も
取
り
あ
げ
た
孔
子
の
弟
子
に
よ
る
實
踐
を
槪
觀
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
こ
の
姿
勢
が
具
體
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
四
名
の
弟
子
を
資
質
の
觀
點
か
ら
前
後
二
者
ず
つ
に
分
け
、
さ
ら
に
は
顔

囘
す
ら
も
向
上
が
必
要
だ
と
見
る
の
で
あ
り
、
樊
遲
に
關
す
る
描
寫
は
以
下
の
ご
と
し
。「
故
に
樊
遲
と
い
う
利
益
に
近
づ
こ
う
と
す
る

者
の
場
合
、
そ
の
難
事
は
（
か
れ
が
孔
子
に
質
問
し
た
事
柄
で
あ
る
）
德
の
向
上
と
惡
の
修
治
に
存
す
る
（
『
論
語
』
顔
淵
篇
）
。
か
れ
自

身
は
た
だ
、
向
上
さ
せ
る
べ
き
事
柄
、
修
治
す
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
（
難
事
と
し
て
）
優
先
さ
せ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
こ
の
態

度
で
前
進
し
、
自
身
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
期
待
す
る
意
識
の
存
す
る
餘
地
を
な
く
し
て
こ
そ
良
い
の
だ
（
故
遲
之
近
利
、
則
所
難
在
於
德

之
崇
而
慝
之
脩
也
、
吾
惟
於
所
當
崇
、
所
當
脩
者
而
先
之
、
由
是
而
進
、
吾
無
所
期
焉
可
也
）
」。

樊
遲
と
は
中
程
度
の
資
質
を
も
つ
人
物
の
い
わ
ば
代
表
で
あ
る
。
王
守
仁
は
、『
年
譜
』
の
記
載
に
據
れ
ば
、
天
泉
橋
上
の
調
停
に
お

い
て
、
「
王
畿
は
錢
德
洪
の
（
説
く
）
向
上
を
も
た
ら
す
實
踐
を
お
こ
な
う
べ
き
で
あ
り
、
對
し
て
錢
德
洪
は
王
畿
の
（
説
く
）
本
體
を

洞
察
す
べ
き
だ
（
汝
中
須
用
德
洪
功
夫
、
德
洪
須
透
汝
中
本
體
）
」
と
語
っ
た
。
そ
も
そ
も
「
上
根
之
人
」
は
、
本
體
の
悟
得
が
、
と
り

も
直
さ
ず
向
上
の
た
め
の
實
踐
で
も
あ
る
存
在
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
世
間
に
稀
有
の
存
在
で
あ
り
、
顔
囘
や
程
顥
で
も
そ
れ
を
自
分

に
當
て
は
ま
る
と
は
考
え
な
か
っ
た

。
か
れ
ら
以
下
の
資
質
の
人
間
に
は
、
本
體
卽
工
夫
の
境
涯
に
い
た
る
「
功
夫
」
が
必
要
だ
。
王

（37）

守
仁
は
そ
の
「
功
夫
」
に
つ
い
て
、
人
心
を
「
太
虛
」
に
な
ぞ
ら
え
、
「
太
虛
は
形
あ
る
も
の
か
ら
自
由
で
あ
り
、（
そ
こ
に
太
陽
や
月
星

な
ど
が
宿
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
が
）
ひ
と
た
び
そ
こ
か
ら
移
動
し
て
居
な
く
な
る
に
際
し
て
は
、
わ
ず
か
な
勞
力
も
費
や
し
て
い
な

い
は
ず
だ
。
錢
君
所
説
の
實
踐
は
こ
の
よ
う
で
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
本
體
と
功
夫
と
を
相
卽
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
太
虛
無
形
、

一
過
而
化
、
亦
何
費
纖
毫
氣
力
、
德
洪
功
夫
須
要
如
此
、
便
是
合
得
本
體
功
夫
）」
と
解
説
し
た
。
上
根
の
資
質
を
持
た
ぬ
者
で
あ
っ
て
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も
、
そ
の
「
功
夫
」
は
、
や
は
り
本
體
が
「
無
善
」
で
あ
る
こ
と
に
軸
を
据
え
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

た
だ
し
錢
德
洪
の
認
識
を
反
映
し
た
と
さ
れ
る
『
傳
習
錄
』
卷
下
の
同
じ
問
答
に
「
太
虛
」
の
一
段
は
な
く
、「
（
上
根
の
）
そ
の
次
ぎ

の
資
質
の
者
は
、
習
心
が
内
面
に
存
す
る
こ
と
か
ら
免
れ
ず
、
本
體
は
蔽
い
を
被
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
暫
し
（
か
れ
ら
へ
の
）
敎
え
と

し
て
は
、（
善
惡
が
分
か
れ
る
）
意
念
の
場
で
着
實
に
爲
善
去
惡
の
實
踐
を
お
こ
な
わ
せ
、
こ
の
努
力
が
成
熟
し
、（
本
體
を
蔽
う
）
殘
滓

が
す
べ
て
除
去
さ
れ
た
時
に
は
、
本
體
も
ま
た
明
澄
そ
の
も
の
と
な
る
（
其
次
不
免
有
習
心
在
、
本
體
受
蔽
、
故
且
敎
在
意
念
上
實
落
爲

善
去
惡
、
功
夫
熟
後
、
渣
滓
去
得
盡
時
、
本
體
亦
明
盡
了
）」
と
の
發
言
が
置
か
れ
る
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
意
識
的
な
實
踐
を
重
視
す

る
一
段
で
あ
る
。

『
年
譜
』
と
『
傳
習
錄
』
い
ず
れ
の
條
文
も
、
人
間
の
本
體
を
無
善
無
惡
と
す
る
前
提
の
も
と
、
中
根
以
下
の
人
士
に
焦
點
を
絞
っ
て

實
踐
の
在
り
方
を
説
い
て
い
る
。
た
だ
し
前
者
は
、
立
脚
點
を
「
無
善
」
な
る
本
體
そ
れ
自
體
に
置
き
、
後
者
は
そ
の
ま
な
ざ
し
を
人
士

の
現
狀
に
注
い
だ
。
で
は
鄒
論
の
場
合
は
ど
う
捉
え
れ
ば
良
い
の
か
。

嘉
靖
二
八
年
よ
り
以
前
、
錢
德
洪
は
、
か
つ
て
獄
中
に
て
學
問
を
論
じ
合
っ
た
楊
爵
（
號
斛
山
、
一
四
九
三
－
一
五
四
九
）
に
書
簡
を

送
り
、
ま
ず
「
人
の
心
の
體
は
一
な
り
。
指
名
し
て
善
と
曰
う
も
可
な
り
、
至
善
無
惡
と
曰
う
も
亦
た
可
な
り
、
無
善
無
惡
と
曰
う
も
亦

い

た
可
な
り
」
と
述
べ
、
そ
の
う
え
で
「
無
善
無
惡
」
と
の
形
容
に
疑
問
を
抱
く
楊
爵
に
對
し
、
疑
問
を
解
消
す
る
よ
う
以
下
の
よ
う
な
説

明
を
示
し
た

。
（38）

虛
靈
（
な
る
本
體
）
の
蔽
い
と
は
、
た
ん
に
邪
惡
な
意
念
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
う
え
な
く
素
晴
ら
し
い
意
念
で
す
ら
も
、
（
良
知

が
對
象
と
關
わ
る
前
に
）
先
ん
じ
て
心
中
に
横
た
わ
り
、
堆
積
し
て
變
化
せ
ず
、「
將
迎
意
必
」
と
い
う
私
念
に
墮
落
し
た
な
ら
ば
、

然
る
べ
き
時
に
動
い
た
り
止
ま
っ
た
り
す
る
と
い
う
（
良
知
の
）
は
た
ら
き
で
は
な
く
な
る
。
…
…
千
萬
も
の
夥
し
い
念
慮
で
も
「
不
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識
不
知
」（
帝
の
）
則
に
ひ
た
す
ら
順
い
、
わ
が
明
覺
自
然
の
本
體
に
逆
ら
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
夥
し
い
念
慮
に
つ
い
て
「
何

を
か
思
い
何
を
か
慮
る
」
と
表
現
し
て
も
構
わ
な
い
。（
同
樣
に
）
こ
の
心
に
は
固
定
的
な
善
な
ど
あ
ら
か
じ
め
存
し
て
は
い
な
い

の
だ
か
ら
、
こ
の
至
善
の
極
致
に
つ
い
て
無
善
と
表
現
し
て
も
構
わ
な
い
。
故
に
陽
明
先
生
は
「
無
善
無
惡
は
是
れ
心
の
體
」
と
言

わ
れ
た
。
こ
れ
は
（
孔
孟
の
）
後
の
世
の
格
物
窮
理
説
（
の
論
者
）
が
、
善
な
る
規
範
を
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
こ
と
を
批
判
す
る

た
め
に
立
言
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
時
に
應
じ
た
説
法
、
や
む
を
得
ざ
る
言
葉
に
す
ぎ
な
い
の
だ
（
虛
靈
之
蔽
、
不
但
邪
思
惡
念
、

雖
至
美
之
念
、
先
横
於
中
、
積
而
不
化
、
已
落
將
迎
意
必
之
私
、
而
非
時
止
時
行
（
『
國
語
』
越
語
下
「
韋
昭
注
」）
之
用
矣
、
…
…

千
思
萬
慮
而
一
順
乎
不
識
不
知
之
則
、
無
逆
吾
明
覺
自
然
之
體
、
是
千
思
萬
慮
、
雖
謂
之
何
思
何
慮
亦
可
也
、
此
心
不
可
先
有
乎
一

善
、
是
至
善
之
極
、
雖
謂
之
無
善
亦
可
也
、
故
先
師
曰
、
無
善
無
惡
者
心
之
體
、
是
對
後
世
格
物
窮
理
之
學
、
爲
先
有
乎
善
者
立
言

也
、
特
因
時
設
法
、
不
得
已
之
辭
焉
耳
）。

程
朱
學
に
お
い
て
格
物
窮
理
の
學
問
は
、
佛
道
兩
敎
に
お
け
る
「
無
爲
」
の
立
場
の
非
社
會
性
を
批
判
す
る
意
味
を
持
つ
。
し
か
し
王

守
仁
の
見
る
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た
學
問
は
、
一
定
の
規
範
を
先
驗
的
に
措
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
か
れ
は
、
そ
の
學
問
が
は
ら

む
缺
陷
の
克
服
を
意
圖
し
、
や
む
を
得
ず
「
無
善
無
惡
」
と
説
い
た
。
錢
德
洪
に
よ
る
右
の
文
章
は
、
若
干
の
補
足
を
お
こ
な
え
ば
こ
の

よ
う
に
解
釋
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ
の
主
張
は
、
構
造
的
に
見
た
場
合
、「
獲
」
得
を
「
後
」
に
置
く
鄒
論
の
實
踐
理
解
と

重
な
る
。
鄒
論
の
作
者
と
錢
德
洪
と
は
、
無
善
無
惡
説
の
理
解
を
共
有
す
る
。
そ
し
て
そ
の
理
解
は
、
時
と
場
合
に
應
じ
て
『
年
譜
』
型

の
そ
れ
と
し
て
も
、
ま
た
『
傳
習
錄
』
型
の
そ
れ
と
し
て
も
表
現
さ
れ
た
に
相
違
な
い
。
た
だ
し
鄒
論
は
、
雙
方
の
強
調
點
を
と
も
に
取

り
込
ん
で
執
筆
さ
れ
た
。
科
擧
論
題
の
模
範
答
案
と
し
て
偏
り
の
な
い
内
容
が
目
指
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
執
筆
者
は
張
元
冲
が
相
應
し
い
。

錢
德
洪
な
ら
び
に
王
畿
と
も
深
い
關
係
を
持
つ
か
れ
に
お
い
て
、
歐
陽
徳
へ
の
囘
答
と
い
う
色
合
い
を
帶
び
る
張
論
と
は
別
に
、
無
善
無
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惡
の
議
論
に
も
言
及
す
る
程
論
は
、
や
は
り
不
可
缺
で
あ
っ
た
。

張
元
冲
は
、「
海
賊
徐
碧
溪
・
何
亞
八
」
を
捕
縛
す
る
な
ど
の
功
績
に
よ
り
、
嘉
靖
三
二
年
三
月
に
は
右
布
政
使
に
陞
進
し
、
そ
の
後
、

廣
東
參
議
と
し
て
異
動
し
て
き
た
王
宗
沐
と
知
り
合
っ
た
。
王
宗
沐
は
、
か
つ
て
歐
陽
德
に
師
事
し
た
年
若
い
王
學
者
で
あ
り
、
兩
者
は
、

張
元
冲
の
死
に
至
る
ま
で
交
流
を
續
け
る
こ
と
に
な
る
。

七
、
地
方
官
と
し
て
⌰
江
西
時
代
そ
の
二

嘉
靖
三
三
年
末
に
母
唐
氏
を
亡
く
し
た
張
元
冲
は
喪
に
服
す
べ
く
歸
鄕
し
、
起
服
後
は
右
布
政
使
と
し
て
江
西
に
向
か
っ
た
。
そ
し
て

左
布
政
使
に
轉
じ
た
同
三
七
年
の
秋
、
提
調
官
と
し
て
江
西
鄕
試
の
事
務
を
擔
當
し
た
。
そ
れ
に
先
立
つ
三
五
年
、
王
宗
沐
は
提
學
副
使

と
し
て
江
西
に
赴
任
し
て
い
た
。

張
元
冲
の
江
西
時
代
に
お
け
る
學
術
的
功
績
に
つ
い
て
、
劉
宗
周
所
撰
「
墓
誌
銘
」
は
、「
省
會
」
に
正
學
書
院
を
「
闢
」
き
、「
歳
時
、

進
考
」
し
て
「
名
世
の
鉅
儒
」
を
育
成
し
、
ま
た
「
信
州
」
に
懷
玉
書
院
を
「
建
」
て
、
そ
の
講
師
と
し
て
王
畿
と
錢
德
洪
と
を
招
い
て

當
地
の
學
問
振
興
に
貢
獻
し
、「
そ
し
て
錢
德
洪
を
（
書
院
に
）
留
め
て
陽
明
年
譜
の
編
纂
作
業
を
完
遂
さ
せ
、（
諸
人
と
）
と
も
に
關
連

の
議
論
を
周
旋
し
、
年
を
越
し
て
竣
工
し
た
（
遂
留
緒
山
卒
文
成
年
譜
之
役
、
相
與
上
下
其
議
論
、
踰
年
而
竣
）」
と
記
す
。

羅
洪
先
撰
「
正
學
書
院
記
」
に
據
れ
ば

、
こ
の
書
院
は
、
貢
院
の
移
築
に
と
も
な
い
そ
の
跡
地
に
創
建
さ
れ
て
お
り
、
王
宗
沐
が
事

（39）

業
を
主
導
し
、
巡
撫
何
遷
（
號
吉
陽
、
湖
廣
德
安
守
禦
千
戸
所
人
）
と
ふ
た
り
の
巡
按
、
徐
紳
と
鄭
本
立
が
そ
れ
を
援
助
し
た
。
嘉
靖
三
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七
年
「
某
月
」
に
建
築
を
始
め
、
そ
の
數
ヶ
月
後
、
竣
工
を
間
近
に
控
え
た
時
期
に
文
章
執
筆
の
依
賴
が
あ
っ
た
と
い
う
。
何
遷
は
か
つ

て
湛
若
水
に
師
事
し
た
人
士
で
あ
る
。
廣
信
府
玉
山
縣
の
懷
玉
書
院
に
關
し
て
は
、
王
宗
沐
撰
「
懷
玉
書
院
碑
」
や
鄒
守
益
撰
「
懷
玉
書

院
志
序
」
の
ほ
か
、
玉
山
出
身
の
夏
浚
に
よ
る
「
叙
懷
玉
書
院
志
目
」
や
「
易
簡
堂
記
」
な
ど
の
文
獻
が
關
連
の
情
報
を
載
せ
る

。
そ

（40）

れ
ら
を
槪
括
す
れ
ば
、
こ
の
書
院
は
、
南
宋
の
朱
熹
や
陸
九
淵
以
來
、
所
謂
る
四
大
書
院
に
肩
を
並
べ
る
施
設
だ
っ
た
が
、
元
代
以
降
は

寺
僧
が
居
住
し
、
正
德
年
間
、
李
夢
陽
が
書
院
と
し
て
復
活
さ
せ
た
も
の
の
、
そ
の
後
ま
た
僧
侶
に
占
有
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
改
め
た

の
も
王
宗
沐
で
あ
り
、
嘉
靖
三
七
年
三
月
の
こ
と
。
巡
撫
馬
森
や
巡
按
徐
紳
の
權
限
が
役
に
立
っ
た
と
い
う
。
運
營
の
規
約
も
整
備
さ
れ
、

ま
ず
錢
德
洪
と
呂
懷
（
號
巾
石
）
が
、
つ
い
で
管
州
（
號
南
屏
）
が
山
長
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
。
湛
若
水
に
學
ん
だ
呂
懷
を
、
何
遷
が
莫

逆
の
友
と
し
た
點
を
重
視
す
る
な
ら
ば

、
山
長
の
人
選
に
は
、
張
元
冲
と
何
遷
、
雙
方
の
意
向
が
平
等
に
考
慮
さ
れ
た
と
み
な
せ
る
。

（41）

嘉
靖
八
年
に
進
士
登
第
し
た
夏
浚
は
、
湛
王
兩
門
の
人
士
と
交
流
し
た
學
者
で
あ
る
。
上
記
の
文
獻
以
外
に
も
懷
玉
書
院
の
再
建
や
講

學
會
に
言
及
す
る
文
章
を
殘
し
た

。
張
元
冲
に
對
し
て
は
、
書
院
の
復
興
は
「
實
に
當
路
の
諸
公
、
協
心
同
事
・
倡
道
作
人
の
功
に
賴

（42）

る
」
と
述
べ
て
謝
意
を
示
し
て
お
り
（
『
重
刻
月
川
類
草
』
卷
一
〇
「
簡
張
浮
峯
方
伯
」
）
、
地
方
に
お
け
る
書
院
の
創
設
・
運
營
に
は
、

官
立
の
學
校
が
一
方
に
存
在
す
る
狀
況
下
、
地
方
官
の
組
織
的
な
協
力
態
勢
が
不
可
缺
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
何
遷
に
も
、
そ
の
統

率
の
も
と
「
當
路
同
心
、
共
に
其
の
美
を
成
す
」
と
の
言
葉
を
獻
呈
す
る
な
ど
（
同
前
「
答
何
吉
陽
撫
臺
」
）、
何
張
兩
者
が
こ
の
組
織
的

協
力
態
勢
の
樞
要
に
在
っ
た
こ
と
は
、
ま
ず
間
違
い
な
い

。
そ
し
て
こ
の
態
勢
は
、
書
院
の
建
設
の
み
な
ら
ず
、
鄕
試
の
實
施
に
際
し

（43）

て
も
同
樣
に
機
能
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

嘉
靖
三
七
年
江
西
鄕
試
の
主
要
外
簾
官
は

、
監
臨
官
が
徐
紳
（
南
直
隷
建
德
人
）、
提
調
官
が
張
元
冲
と
陸
穩
（
浙
江
歸
安
人
）
、
監

（44）

試
官
が
康
朗
（
福
建
惠
安
人
）
と
林
一
新
（
福
建
晉
江
人
）
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
業
務
に
對
し
て
巡
撫
何
遷
も
積
極
的
に
關
わ
っ
た
こ
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と
が
、
試
錄
の
序
文
に
明
記
さ
れ
る
。
受
驗
生
の
選
拔
な
ら
び
に
考
官
の
銓
衡
に
は
、
王
宗
沐
が
盡
力
し
た
。
ち
な
み
に
か
れ
は
、
嘉
靖

三
八
年
以
降
、
江
西
の
參
政
か
ら
按
察
使
へ
と
連
續
し
て
異
動
し
、
四
〇
年
三
月
に
は
右
布
政
使
に
任
じ
ら
れ
た
。
ま
た
何
遷
は
、
三
九

年
四
月
、
右
僉
都
御
史
か
ら
右
都
御
史
に
陞
進
し
た
後
、
四
〇
年
四
月
、
南
京
刑
部
侍
郎
に
就
く
べ
く
江
西
を
離
れ
た
。
張
元
冲
は
、
三

九
年
五
月
に
、
右
副
都
御
史
へ
と
そ
の
役
職
を
變
え
て
い
る
。

右
の
鄕
試
の
策
問
第
二
問
は
性
學
策
に
分
類
で
き
る
試
驗
問
題
で
あ
る
。
か
つ
て
筆
者
は
、
當
該
の
策
問
と
程
策
と
に
檢
討
を
加
え
た

が
、
代
作
者
の
問
題
も
含
め
て
、
そ
の
檢
討
結
果
に
補
訂
を
施
し
た
い

。
策
問
は
、
六
經
の
主
旨
と
仁
槪
念
と
の
異
同
を
た
ず
ね
、
つ

（45）

い
で
仁
に
言
及
す
る
孔
子
以
下
、
宋
儒
ま
で
の
諸
説
に
對
す
る
評
價
を
要
請
し
、
最
後
に
、「
本
體
」
と
し
て
の
仁
か
ら
「
離
」
れ
ず
「
切

實
」
な
實
踐
を
お
こ
な
う
な
ら
ば
、
「
主
靜
」
を
説
く
者
も
、「
愼
動
」
を
説
く
者
も
、
自
己
の
「
生
」
の
正
直
さ
に
身
を
任
せ
る
者
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
に
は
ら
む
「
空
虛
」
・
「
襲
取
」・
「
師
心
」
と
い
っ
た
陷
穽
に
は
落
ち
な
い
と
総
括
し
、
受
驗
生
の
見
解
を
質
し
た
。
三

者
の
な
か
で
最
後
の
一
例
は
、『
論
語
』
雍
也
篇
の
「
人
之
生
也
直
」
を
典
據
と
す
る
。

程
策
は
、「
道
」
を
體
得
す
る
方
法
を
「
學
」
と
捉
え
る
認
識
の
も
と
、「
學
は
一
な
る
の
み
矣
、
而
る
に
之
を
二
と
す
る
こ
と
或
る
は
、

意
見
の
私
、
之
を
蔽
え
ば
な
り
」
と
始
め
る
。
一
方
、
答
案
の
中
ご
ろ
に
「
學
問
の
道
は
、
本
體
を
默
識
す
る
の
み
矣
」
と
の
主
張
を
揭

げ
る
と
お
り
、
こ
の
答
案
は
、
「
默
識
」
と
「
意
見
」
と
の
對
比
を
論
述
の
基
本
構
造
と
す
る
。
程
策
は
ま
ず
、
古
代
の
聖
賢
は
「
い
ず

れ
も
時
代
狀
況
や
説
諭
對
象
に
應
じ
て
敎
説
を
立
て
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
み
な
同
一
で
あ
る
必
要
は
な
い
（
皆
因
時
因
人
以
立
敎
、

而
不
必
其
説
之
盡
同
）
」
と
斷
じ
る
。
し
か
し
ど
の
敎
説
も
「
心
の
本
體
」
に
囘
歸
し
て
「
道
」
に
合
致
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
と
も

説
く
。「
一
」
な
る
學
問
が
そ
の
共
通
の
基
盤
で
あ
っ
た
。
一
方
、「
意
見
」
の
弊
害
に
關
し
て
は
策
問
が
擧
げ
た
三
者
に
言
及
し
、
い
ず

れ
も
、
動
靜
體
用
の
渾
然
一
體
な
る
「
本
體
」
な
い
し
「
仁
體
」
を
ま
る
ご
と
捉
え
き
れ
ず
、
「
意
見
」
に
も
と
づ
き
そ
れ
を
限
定
的
に
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理
解
す
る
立
場
だ
と
す
る
。
で
は
「
意
見
」
に
陷
ら
な
い
「
默
識
」
と
は
如
何
な
る
在
り
方
な
の
か
。
程
策
は
、
「
默
」
と
表
現
す
る
以

上
「
思
慮
言
語
」
の
關
與
を
超
え
る
と
し
つ
つ
も
、
以
下
の
ご
と
き
樣
態
を
描
き
、
「
其
の
默
識
の
旨
に
於
け
る
、
其
れ
殆
ど
庶
幾
き
か

ち

か

な
」
、
と
そ
の
樣
態
を
評
價
す
る
。

（
道
の
體
得
を
目
指
し
て
）
學
ぼ
う
と
す
る
者
は
、
（
自
己
の
）
性
命
を
探
求
す
る
志
操
を
抱
き
、
そ
の
身
に
顧
み
て
努
め
て
（
學

問
に
）
没
頭
す
る
。
（
自
己
内
面
の
）
主
宰
者
に
卽
し
て
そ
の
具
體
的
な
發
現
を
察
知
す
る
。（
そ
の
察
知
の
仕
方
は
多
樣
で
あ
り
、

た
と
え
ば
本
體
を
蔽
う
外
物
を
）
き
れ
い
に
取
り
除
い
た
そ
の
後
の
場
面
に
お
い
て
つ
か
み
取
り
、（
本
體
の
は
た
ら
き
を
）
嚴
肅

に
收
斂
さ
せ
た
境
地
に
お
い
て
確
立
し
、
普
段
の
穩
や
か
で
實
直
な
在
り
方
の
も
と
で
伸
び
伸
び
と
さ
せ
る
。
か
く
し
て
日
常
の
生

活
に
お
い
て
、
か
の
（
萬
物
を
）
絶
え
ず
生
み
出
す
仕
組
み
が
、
人
爲
を
借
り
ず
、
時
間
や
場
所
に
よ
っ
て
も
區
切
ら
れ
ず
、
明
晰

に
覺
知
す
る
（
自
己
の
本
體
の
）
お
の
ず
か
ら
な
る
は
た
ら
き
と
し
て
、
天
地
萬
物
の
變
化
と
通
じ
合
い
、
わ
ず
か
な
時
間
さ
え
も

（
自
分
か
ら
）
離
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が
本
當
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
分
か
っ
た
よ
う
に
な
る
（
學
者
有
求
性
命
之
志
、

反
身
而
力
任
之
、
卽
主
宰
察
其
流
行
、
取
之
於
澄
汰
廓
清
之
餘
、
立
之
於
齋
莊
凝
聚
之
地
、
游
之
乎
平
常
易
直
之
中
、
而
日
用
之
間
、

若
有
見
夫
生
生
之
幾
、
不
假
人
力
、
不
分
時
境
、
明
覺
自
然
、
通
乎
天
地
萬
物
之
化
、
而
須
臾
之
頃
、
眞
有
不
可
得
而
離
者
）
。

言
語
表
現
を
超
越
し
た
「
默
識
」
に
つ
い
て
、
か
く
も
言
葉
を
費
や
し
な
が
ら
説
明
す
る
の
だ
が
、
程
策
は
、
か
く
在
る
こ
と
で
「
心

の
本
體
」
が
自
分
自
身
に
存
す
る
こ
と
を
わ
き
ま
え
た
な
ら
ば
、
右
の
三
者
の
そ
れ
ぞ
れ
に
偏
っ
た
在
り
方
で
も
、
默
識
の
主
旨
（
「
義
」
）

の
あ
ら
わ
れ
で
な
い
も
の
は
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
「
默
識
の
主
旨
は
、
（
個
別
の
）
實
踐
に
よ
っ
て
實
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、

そ
の
（
境
地
に
）
た
ど
り
着
く
手
立
て
を
求
め
る
な
ら
ば
、
實
踐
以
外
の
場
所
に
拔
け
出
る
（
こ
と
で
得
ら
れ
る
よ
う
な
）
も
の
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
（
默
識
之
義
、
雖
非
功
夫
所
能
爲
、
而
要
其
所
由
致
、
未
有
出
於
功
夫
之
外
者
）」
と
も
説
き
、「
志
學
」
か
ら
「
從
心
」
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に
至
る
孔
子
一
生
の
實
踐
を
そ
の
具
體
例
と
す
る
。
要
す
る
に
、
如
何
な
る
實
踐
を
も
「
主
宰
」
の
個
別
多
樣
な
發
現
と
捉
え
て
肯
定
し

續
け
る
姿
勢
こ
そ
が
、
「
默
識
」
の
境
涯
に
通
じ
る
唯
一
の
道
だ
と
言
う
わ
け
で
あ
る
。
程
策
は
最
後
に
、「
本
體
」
を
瞥
見
し
た
だ
け
で

「
言
下
」
に
滿
足
す
る
人
士
を
、
「
成
心
習
氣
」
が
そ
の
身
體
を
覆
っ
て
い
る
と
批
判
し
て
、
囘
答
を
終
え
る
。

程
策
は
、
策
問
所
説
の
「
切
實
」
な
實
踐
を
「
默
識
」
と
言
い
換
え
、
そ
れ
に
「
意
見
」
を
對
置
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
簡
潔
で
羅
列

的
に
見
え
る
問
題
文
を
、
充
實
し
た
内
容
を
持
ち
文
章
の
全
體
が
構
造
的
に
關
連
し
あ
う
答
案
へ
と
變
貌
さ
せ
た
。
試
驗
後
ま
も
な
く
、

何
遷
は
羅
洪
先
に
試
錄
を
贈
っ
た
。
羅
洪
先
は
、
そ
の
「
本
體
を
默
識
す
る
と
の
一
言
」
を
絶
讚
す
る
一
方
で
、
程
策
所
説
の
實
踐
理
解

に
對
し
、
幾
つ
か
の
疑
問
を
呈
し
た

。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
右
に
引
用
し
た
文
章
の
「
主
宰
に
卽
し
て
其
の
流
行
を
察
す
る
」
在
り
方
で

（46）

あ
り
、
「
初
學
」
者
に
は
難
し
い
「
高
遠
」
な
内
容
だ
と
い
う
も
の
。
ま
た
こ
の
言
及
に
續
く
一
段
に
對
し
て
は
、
緻
「
密
」
な
解
説
だ

と
評
し
つ
つ
も
、
「
默
識
」
と
「
功
夫
」
と
の
關
係
に
つ
い
て
、
「
默
識
」
を
實
踐
の
「
極
致
」
に
置
く
思
考
は
、
「
默
識
」
に
至
る
別
の

實
踐
を
想
定
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
注
文
を
附
け
た
。

右
に
引
用
し
た
一
段
に
は
來
歷
が
あ
る
。
何
遷
は
、
勤
務
評
定
を
受
け
る
べ
く
京
師
に
參
じ
た
滄
州
府
通
判
胡
政
（
湖
廣
松
滋
人
）
に

對
し
、
格
物
致
知
の
理
解
を
め
ぐ
る
一
文
を
贈
っ
た

。
そ
の
時
期
は
胡
政
の
後
任
が
決
ま
る
嘉
靖
三
五
年
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
り
（
乾
隆

（47）

『
滄
州
府
志
』
卷
七
「
職
官
」
）、
以
下
の
よ
う
な
文
章
が
記
さ
れ
る
。

（
主
客
）
感
應
の
そ
の
場
に
卽
し
て
（
天
理
）
發
現
の
主
宰
を
察
知
し
、
所
謂
る
「
思
わ
ず
し
て
明
ら
か
、
則
あ
り
て
亂
る
べ
か
ら

ざ
る
者
」
を
し
て
、
（
主
宰
の
覆
い
を
）
き
れ
い
に
取
り
除
い
た
そ
の
後
の
場
面
に
お
い
て
、
く
っ
き
り
と
捉
え
、（
本
體
の
は
た
ら

き
を
）
嚴
肅
に
收
斂
さ
せ
た
境
地
に
お
い
て
確
立
さ
せ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
（
『
大
學
』
に
説
く
）「
知
止
」
の
主
旨
で
あ
る
（
卽
應
感

之
間
、
察
流
行
之
主
、
使
所
謂
不
思
而
明
、
有
則
而
不
可
亂
者
、
卓
然
見
於
澄
汰
廓
清
之
餘
、
而
立
於
齋
莊
凝
聚
之
地
、
是
則
知
止
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之
義
）。

上
述
の
程
策
に
何
遷
の
こ
の
文
章
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
確
實
だ
ろ
う
。
し
か
し
羅
洪
先
が
疑
念
を
呈
し
た
よ
う
に
、
程
策
に
言
う
「
主

宰
に
卽
し
て
其
の
流
行
を
察
す
」
る
こ
と
は
、
右
に
言
う
「
感
應
の
間
に
卽
し
て
流
行
の
主
を
察
す
」
る
在
り
方
ほ
ど
容
易
で
は
な
い
。

前
者
は
體
用
相
卽
狀
態
の
繼
續
的
實
踐
と
同
義
だ
か
ら
で
あ
る
。
何
遷
の
理
解
に
お
い
て
「
流
行
の
主
」
が
『
大
學
』
所
説
の
「
止
」
で

あ
る
こ
と
は
、
か
れ
自
身
が
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
ま
た
王
宗
沐
も
、
あ
ら
ゆ
る
學
問
に
通
じ
た
何
遷
で
は
あ
る
が
「
獨
り
大
學
の
知

止
を
以
て
入
門
と
爲
し
た
」
と
の
槪
括
を
、
何
遷
の
文
集
の
序
文
に
記
し
た

。「
主
宰
に
卽
」
す
と
の
文
言
を
何
遷
が
自
主
的
に
選
擇
し

（48）

た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
「
默
識
」
と
「
意
見
」
と
を
對
置
さ
せ
る
思
考
に
關
し
て
も
、
何
遷
常
用
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
。

羅
洪
先
か
ら
の
返
書
に
、
何
書
の
言
葉
と
し
て
「
既
に
之
を
默
と
謂
わ
ば
、
則
ち
思
慮
意
見
の
及
ぶ
べ
き
に
あ
ら
ず
」
と
の
一
文
は
引
か

れ
る
が

、「
意
見
」
に
對
す
る
何
遷
の
認
識
は
明
確
で
は
な
い
。
さ
れ
ば
前
述
し
た
書
院
運
營
の
態
勢
と
同
樣
、
こ
の
試
驗
の
程
文
の
作

（49）

成
に
關
し
て
も
ま
た
、
何
遷
と
張
元
冲
と
が
中
心
に
在
り
、
王
宗
沐
ら
實
動
の
人
士
が
左
右
を
固
め
る
思
想
家
集
團
の
成
果
だ
と
見
る
の

が
妥
當
だ
と
思
う
。
な
お
問
題
文
に
お
け
る
『
論
語
』
か
ら
の
擧
例
は
、
毛
奇
齡
撰
「
傳
」
が
言
う
張
元
冲
の
性
格
と
重
な
る
も
の
だ
が
、

そ
れ
を
敢
え
て
採
用
で
き
た
人
物
は
、
張
元
冲
本
人
以
外
に
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

王
守
仁
の
『
年
譜
』（
附
録
）
に
據
れ
ば
、
そ
の
完
「
成
」
は
「
嘉
靖
四
十
二
年
癸
亥
四
月
」
で
あ
る

。
關
連
し
て
錢
德
洪
の
「
行
狀
」

（50）

に
は
、
「
懷
玉
山
に
登
り
、
四
ヶ
月
を
經
て
年
譜
完
成
。
さ
ら
に
、
小
生
お
よ
び
羅
洪
先
と
と
も
に
校
訂
し
て
刊
刻
し
た
（
登
懷
玉
山
、

四
月
而
譜
成
、
復
與
予
念
庵
、
校
而
梓
之
）」
と
あ
る

。
右
の
「
予
」
と
は
「
行
狀
」
を
編
ん
だ
王
畿
を
指
す
。
王
畿
が
羅
洪
先
の
も
と

（51）

を
訪
れ
、
年
譜
の
校
閲
に
關
す
る
議
論
を
お
こ
な
っ
た
の
は
嘉
靖
四
一
年
一
一
月
の
こ
と
だ
が
、
錢
德
洪
が
懷
玉
書
院
に
招
聘
さ
れ
た
時

期
は
同
三
七
年
に
ま
で
溯
る
。
そ
の
年
、
錢
德
洪
の
講
義
を
聽
い
た
王
守
勝
等
の
人
士
が
饒
州
府
に
精
舎
を
建
て
る
と
、
何
遷
が
「
文
麓
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精
舎
」
と
の
扁
額
を
贈
っ
た
。
錢
德
洪
は
そ
の
後
も
懷
玉
書
院
に
登
壇
し
た
。
同
四
〇
年
、
張
元
冲
は
「
文
麓
」
の
文
字
を
「
緒
山
」
と

改
め
た

。
同
年
六
月
、「
閩
賊
」
が
省
境
を
越
え
て
江
西
に
入
り
込
ん
だ
。
七
月
に
は
南
贛
巡
撫
楊
伊
志
が
「
觀
望
失
援
之
責
」
を
問
わ

（52）

れ
て
落
職
、
張
元
冲
は
俸
給
停
止
の
處
分
に
止
ま
っ
た
が

、
そ
の
後
「
省
中
の
忌
む
者
」
に
よ
り
辭
職
へ
と
追
い
込
ま
れ
た
（
劉
氏
撰

（53）

「
銘
」
）。
歸
鄕
し
た
か
れ
は
鄒
守
益
に
書
簡
を
送
っ
た
。
年
譜
の
完
成
を
促
す
よ
う
、
人
び
と
を
「
復
眞
」
に
集
め
る
こ
と
を
求
め
た
の

で
あ
る

。
嘉
靖
四
一
年
一
一
月
、
鄒
守
益
死
去
。
翌
四
二
年
、
張
元
冲
も
病
没
し
た
。
そ
の
半
月
ほ
ど
前
、
浙
江
に
戾
っ
て
い
た
王
宗

（54）

沐
の
も
と
に
張
元
冲
が
病
に
倒
れ
た
と
の
知
ら
せ
が
入
っ
た
。
驅
け
つ
け
た
王
宗
沐
が
張
元
冲
の
手
を
握
る
と
、
張
元
冲
は
告
げ
て
「
曰

く
、
我
が
す
べ
て
の
病
い
、
貴
君
に
見
え
れ
ば
必
ず
空
ぜ
ん
（
曰
我
凡
病
、
見
君
必
空
）
」（
前
出
「
祭
張
浮
峯
都
憲
文
」
）
。
錢
德
洪
の
「
陽

ま
み

明
先
生
年
譜
序
」
に
は
、
年
譜
に
つ
い
て
「
越
え
て
明
年
、
懷
玉
書
院
に
成
り
、
以
て
達
夫
（
羅
洪
先
）
に
復
す
」
と
あ
る

。
「
明
年
」

（55）

と
は
鄒
守
益
逝
去
の
翌
年
で
あ
る
。
年
譜
校
閲
の
作
業
は
そ
の
完
成
の
直
前
に
ま
で
及
ん
だ
。
張
元
冲
に
對
す
る
竣
工
の
報
告
は
、
か
れ

の
柩
の
前
で
お
こ
な
わ
れ
た
に
相
違
な
い
。

結
語
に
代
え
て

人
材
を
輩
出
し
た
「
江
右
王
門
」
の
な
か
で
、
張
元
冲
が
鄒
守
益
や
歐
陽
德
の
ほ
か
、
聶
豹
（
號
雙
江
、
一
四
八
七
⌰
一
五
六
三
）
や

羅
洪
先
と
い
っ
た
同
世
代
の
學
者
と
も
思
想
的
な
交
流
を
持
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
以
下
、
本
稿
の
結
語
に
代
え
て
聶
羅
兩
者

が
そ
れ
ぞ
れ
張
元
冲
に
送
っ
た
書
簡
を
槪
觀
し
、
兩
者
の
思
想
的
特
徵
が
う
か
が
え
る
内
容
の
一
端
を
紹
介
す
る
。
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聶
豹
は
、
そ
の
歸
寂
説
を
「
完
成
」
さ
せ
た
嘉
靖
二
一
年
（
一
五
四
二
）

、『
大
學
古
本
臆
説
』
を
著
す
と
と
も
に
、
お
そ
ら
く
は
同

（56）

じ
時
期
に
『
傳
習
錄
節
要
』
を
編
ん
だ
。
類
似
の
編
著
と
同
樣
、
こ
の
書
物
も
ま
た
王
守
仁
の
發
言
を
自
説
の
論
據
と
す
る
も
の
だ
が

、
（57）

か
れ
自
身
は
、
該
書
の
普
遍
的
正
當
性
を
諸
友
に
訴
え
た
。
張
元
冲
に
對
し
て
も
書
簡
を
送
り
、「
節
要
中
に
所
載
の
四
十
四
條
の
若
き

ご
と

は
、
則
ち
字
字
、
心
に
當
た
り
、
百
世
以
て
聖
人
（
の
吟
味
）
を
俟
ち
て
も
惑
わ
ざ
る
も
の
」
と
告
げ
た

。
そ
の
書
簡
に
は
「
權
度
の

（58）

喩
え
は
甚
だ
善
し
」
と
の
言
葉
が
見
え
る
。「
權
度
」
語
は
、
張
元
冲
以
外
の
人
士
に
宛
て
た
書
簡
に
も
使
わ
れ
て
お
り
、
聶
豹
は
そ
の

実
體
を
「
良
知
」
と
捉
え
た

。
そ
し
て
張
元
冲
に
對
し
て
は
、
「
權
度
」
が
「
天
下
の
輕
重
長
短
」
を
定
め
る
と
し
つ
つ
、
「
し
か
し
權

（59）

度
が
、
輕
重
長
短
（
と
い
っ
た
物
事
そ
れ
ぞ
れ
の
條
理
）
に
對
し
（
特
定
の
）
志
向
性
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
事
情
は
、
面

談
す
る
の
で
な
け
れ
ば
説
き
盡
く
せ
な
い
（
而
權
度
非
有
意
於
輕
重
長
短
、
此
等
非
面
陳
不
盡
）」
と
傳
え
た
。

張
元
冲
は
、
或
る
と
き
羅
洪
先
に
對
し
、
そ
の
「
私
意
の
病
」
を
癒
す
處
方
を
呈
し
た

。
羅
洪
先
は
か
れ
に
謝
辭
を
贈
り
、
あ
わ
せ

（60）

て
程
顥
の
「
識
仁
篇
」
所
説
「
仁
者
、
渾
然
と
し
て
物
と
同
體
」
と
の
文
句
を
取
り
あ
げ
、「
そ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
己
私
は
（
自
己
の

内
面
に
）
わ
ず
か
な
り
と
も
混
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
則
是
己
私
分
毫
攙
和
不
得
）
」
と
述
べ
「
己
私
」
に
關
す
る
自
説
を
示
し
た
。

書
簡
の
末
尾
に
は
、「
小
生
の
こ
の
主
張
は
、（
先
人
の
學
説
を
）
踏
襲
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
あ
ら
あ
ら
自
分
自
身
が
何
を
置
い

て
も
努
力
す
べ
き
箇
所
に
お
い
て
、
長
足
の
進
歩
が
な
い
こ
と
は
自
覺
し
つ
つ
も
、
な
ん
と
か
手
探
り
で
こ
こ
に
た
ど
り
着
い
た
も
の
だ

（
不
肖
此
説
、
無
有
因
襲
、
亦
粗
於
自
己
喫
緊
用
力
處
、
覺
無
長
進
、
方
測
摸
至
此
）」
と
の
補
足
も
置
い
た
。
か
れ
は
正
眞
正
銘
の
自

得
へ
の
こ
だ
わ
り
を
抱
い
て
お
り
、
そ
の
執
念
が
、
か
れ
の
思
想
に
深
化
を
も
た
ら
し
た
。
張
元
冲
に
宛
て
た
別
の
書
簡
が
、
そ
れ
を
う

か
が
わ
せ
る
。

羅
洪
先
は
、
『
國
語
』
楚
語
に
言
う
「
屈
到
、
芰
を
嗜
む
」
故
事
を
使
い
、
誰
も
が
安
易
に
「
良
知
」
を
唱
え
る
風
潮
に
分
析
を
加
え

ひ
し

こ
の
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た

。
そ
も
そ
も
「
良
知
」
と
は
陽
明
先
生
が
「
常
に
嗜
」
ん
だ
も
の
だ
が
、
人
び
と
は
そ
れ
を
「
嗜
」
み
も
せ
ず
口
先
で
唱
え
る
か
、

（61）
或
る
い
は
先
生
の
敎
説
に
乘
じ
て
「
始
め
て
之
を
嗜
」
ん
で
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
自
分
で
「
百
草
を
嘗
」
め
、
「
芰
」
を
「
膏
粱
」
よ
り

な

も
旨
い
と
す
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
嗜
好
に
對
し
、
と
く
に
騷
ぎ
立
て
は
し
な
い
。
何
故
な
ら
ば
「
そ
の
人
は
き
っ
と
（
自
身
の
）
味
覺
に

合
致
す
る
も
の
が
あ
り
、
だ
か
ら
そ
れ
を
好
み
、
變
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
だ
。
だ
が
そ
の
（
個
人
的
）
味
覺
が
饑
餓
を
癒
す

う
え
で
不
十
分
だ
と
理
解
し
た
な
ら
ば
、
菱
の
實
に
對
す
る
嗜
好
は
、
或
る
時
き
っ
と
（
萬
人
を
生
か
す
）
膏
粱
へ
と
移
行
す
る
は
ず
だ

（
彼
必
有
當
於
味
、
故
嗜
之
而
不
能
易
、
然
知
味
之
不
足
以
療
饑
、
則
其
嗜
芰
也
、
必
有
時
而
移
於
膏
梁
）
」
。「
味
」
で
は
な
く
「
人
」

が
問
題
だ
か
ら
だ
、
と
か
れ
は
そ
の
理
由
を
説
明
し
た

。
（62）

聶
豹
は
、
王
畿
や
歐
陽
徳
等
を
批
判
す
る
際
に
「
知
覺
を
以
て
良
知
と
爲
す
」
と
の
常
套
句
を
使
っ
た
。
羅
洪
先
に
よ
る
「
味
」
と
「
人
」

と
の
對
比
に
も
そ
れ
と
似
た
判
斷
が
う
か
が
え
る
の
だ
が
、
た
だ
し
か
れ
に
お
い
て
、「
味
」
と
し
て
の
個
人
的
感
覺
と
「
人
」
と
し
て

の
普
遍
的
良
知
と
の
關
係
を
め
ぐ
る
理
解
は
、
聶
豹
に
極
端
な
ほ
ど
二
律
背
反
的
で
は
な
い

。
か
れ
は
む
し
ろ
、
そ
の
個
人
的
感
覺
を
、

（63）

眞
正
の
自
得
を
實
現
す
る
過
程
の
重
要
な
契
機
と
し
て
肯
定
的
に
見
た
。
た
だ
し
そ
れ
と
と
も
に
、
そ
の
個
人
的
感
覺
が
普
遍
の
世
界
に

向
け
て
開
か
れ
る
こ
と
を
求
め
、
か
つ
そ
の
展
開
を
必
然
と
も
捉
え
た
。
「
物
と
同
體
」
の
本
性
を
人
間
は
具
備
す
る
と
の
認
識
が
、
か

か
る
必
然
性
の
根
據
で
あ
る
。
こ
の
主
張
は
、
書
簡
の
相
手
で
あ
る
張
元
冲
の
み
な
ら
ず
、
お
そ
ら
く
は
王
畿
に
對
す
る
問
い
掛
け
で
も

あ
っ
た

。
（64）

正
德
末
葉
、
湛
若
水
は
、
王
守
仁
と
同
樣
に
、
森
羅
萬
象
を
一
體
的
に
包
攝
し
た
世
界
觀
を
構
想
し
つ
つ
も
、
王
守
仁
の
「
心
」
認
識

を
主
觀
偏
重
だ
と
批
判
し
た

。
嘉
靖
後
半
、
王
門
の
人
士
は
、
そ
の
「
意
見
」
や
「
己
私
」
に
關
す
る
發
言
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、

（65）

現
實
存
在
と
し
て
の
人
間
を
め
ぐ
る
認
識
の
地
平
を
擴
張
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
嘉
靖
四
二
年
一
一
月
に
聶
豹
が
、
翌
四
三
年
八
月
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に
は
羅
洪
先
が
亡
く
な
っ
た
。
多
く
の
故
人
を
見
送
っ
た
王
畿
の
耳
に
、
良
知
槪
念
の
社
會
性
を
改
め
て
質
し
た
羅
洪
先
の
言
葉
は
ど
う

響
い
て
い
た
の
か
。
み
ず
か
ら
が
拓
い
た
地
平
に
見
合
う
「
膏
粱
」
の
收
穫
を
、
か
れ
は
果
た
し
て
構
想
し
得
た
の
だ
ろ
う
か
。

注
（

）『
周
海
門
先
生
文
錄
』
卷
一
「
九
解
」（
張
夢
新
・
張
衞
中
點
校
『
周
汝
登
集
』
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
、
二
一
頁
以
下
）
。

1
（

）
呉
光
主
編
『
劉
宗
周
全
集
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
。
以
下
同
じ
）
第
二
册
語
類
「
會
錄
」
五
四
四
頁
。
荒
木
見
悟
『
陽

2

明
學
の
位
相
』
第
六
章
「
性
善
説
と
無
善
無
惡
説
」（
硏
文
出
版
、
一
九
九
二
、
一
九
三
頁
）
參
照
。

（

）
寧
波
市
天
一
閣
博
物
館
整
理
『
天
一
閣
藏
明
代
科
擧
錄
選
刊
・
鄕
試
錄
』（
寧
波
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）
所
收
。

3
（

）
呉
光
等
編
校
『
王
陽
明
全
集
』
卷
三
五
「
年
譜
三
」（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
、
一
二
八
九
頁
。
以
下
同
じ
）
。
な
お
『
傳

4

習
錄
』
卷
下
（
第
一
一
五
條
）
の
當
該
問
答
に
張
元
冲
の
名
は
見
え
な
い
。

（

）
呉
震
編
校
整
理
『
王
畿
集
』
卷
一
「
天
泉
證
道
記
」（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
、
一
頁
。
以
下
同
じ
）。

5
（

）「
王
學
の
浸
潤
―
明
朝
嘉
靖
期
に
お
け
る
科
擧
論
策
の
朱
陸
異
同
論
を
手
掛
か
り
に
―
」（
『
東
方
學
』
一
四
七
、
二
〇
二
四
）。

6
（

）「
大
中
丞
張
浮
峰
先
生
曁
配
胡
淑
人
合
葬
墓
誌
銘
」（
『
劉
宗
周
全
集
』
第
四
册
文
編
、
二
〇
一
頁
以
下
）。
四
庫
全
書
本
『
劉
蕺
山

7

集
』
所
收
の
「
墓
誌
銘
」
は
文
字
に
大
幅
な
異
同
が
あ
る
。

（

）『
敬
所
王
先
生
文
集
』
卷
一
八
（
四
庫
全
書
存
目
叢
書
集
部
一
一
一
－
三
九
一
頁
。
以
下
同
じ
）。

8
（

）
董
平
編
校
整
理
『
鄒
守
益
集
』
卷
八
（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
、
四
四
五
頁
。
以
下
同
じ
）
、
鍾
彩
鈞
・
游
騰
達
點
校
『
甘
泉

9
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先
生
續
編
大
全
』
卷
二
（
中
央
硏
究
院
中
國
文
哲
硏
究
所
、
二
〇
〇
五
、
四
六
頁
）
、『
敬
所
王
先
生
文
集
』
卷
五
（
一
〇
九
頁
）
。

（

）「
明
故
張
母
唐
太
恭
人
墓
志
銘
」（
『
鄒
守
益
集
』
卷
二
三
、
一
〇
七
六
頁
）。

10
（

）
『
成
化
五
年
進
士
登
科
錄
』
に
據
れ
ば
、
張
以
弘
の
曾
祖
父
・
祖
父
・
父
は
順
に
張
希
勝
・
張
弼
・
張
薀
輝
で
あ
る
。
江
西
左
參

11

議
で
致
仕
し
た
か
れ
の
「
墓
誌
銘
」
は
姚
鏌
『
東
泉
文
集
』
卷
七
に
載
る
。『
成
化
二
十
三
年
進
士
登
科
錄
』
は
、
張
景
琦
の
三

名
の
兄
の
う
ち
景
明
を
「
貢
士
」、
景
龍
を
「
義
官
」
と
記
す
。
上
記
文
獻
は
、
寧
波
市
天
一
閣
博
物
館
整
理
『
天
一
閣
藏
明
代

科
擧
錄
選
刊
・
登
科
錄
』（
寧
波
出
版
社
、
二
〇
〇
六
）
所
收
。

（

）『
府
志
』
は
、
王
守
仁
が
山
の
名
を
浮
峰
に
改
め
た
と
の
記
事
も
載
せ
る
。

12
（

）
こ
の
件
、
毛
奇
齡
撰
「
傳
」
は
「
守
仁
嘗
稱
曰
吾
門
不
乏
上
知
之
士
、
至
于
忠
信
質
諒
、
無
如
叔
謙
」
と
表
現
を
變
え
る
。

13
（

）
方
祖
猷
『
王
畿
評
傳
』（
南
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
一
、
一
八
頁
）
に
據
る
。

14
（

）『
王
畿
集
』
附
錄
四
・
趙
錦
撰
「
龍
溪
王
先
生
墓
志
銘
」（
八
三
一
頁
）。

15
（

）
す
で
に
吉
田
公
平
氏
が
、「
（
張
元
冲
は
）
二
人
の
先
輩
の
議
論
を
傍
ら
で
靜
か
に
聽
き
と
ど
け
る
役
割
を
演
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」

16

と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
鑑
賞
中
國
の
古
典
『
傳
習
錄
』
角
川
書
店
、
一
九
八
八
、
二
六
〇
頁
）。

（

）『
王
陽
明
全
集
』
卷
三
六
「
年
譜
附
錄
一
」
「
嘉
靖
四
十
二
年
癸
亥
四
月
」（
一
三
四
九
頁
）。

17
（

）『
鄒
守
益
集
』
卷
二
七
「
附
錄
」
耿
定
向
撰
「
東
廓
鄒
先
生
傳
」（
一
三
八
四
頁
）。

18
（

）
『
鄒
守
益
集
』
卷
一
一
「
簡
周
順
之
」（
五
六
四
頁
）
・
同
前
「
簡
張
浮
峰
掌
科
」
（
五
六
五
頁
）
。
胡
廣
に
つ
い
て
『
後
漢
書
』
卷

19

七
四
「
傳
」
の
論
贊
は
「
胡
廣
庸
庸
」
と
評
す
る
。
ま
た
朱
熹
『
論
語
或
問
』（
卷
五
）
公
冶
長
第
五
に
「
或
問
微
生
乞
醯
之
説
、

曰
…
…
、
然
則
斯
人
之
所
謂
中
庸
者
、
乃
胡
廣
之
中
庸
而
非
子
思
之
中
庸
、
必
也
」
と
あ
る
。
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（

）『
鄒
守
益
集
』
卷
一
「
薛
文
清
公
從
祀
疏
」
（
一
六
頁
）
に
も
「
狂
狷
也
者
、
雖
未
免
於
氣
習
之
偏
、
然
其
嘐
嘐
、
尚
有
毅
然
以
聖

20

人
爲
必
可
至
」
云
云
と
あ
る
。

（

）「
光
」
字
の
解
釋
は
『
書
經
』
洛
誥
篇
「
惟
公
德
明
、
光
於
上
下
」
の
孔
疏
に
據
る
。

21
（

）
そ
の
思
想
的
閲
歷
に
關
し
て
は
、
三
浦
『
科
擧
と
性
理
學
』
第
六
章
「
王
門
歐
陽
德
と
そ
の
會
試
程
文
」
（
硏
文
出
版
、
二
〇
一

22

六
）
參
照
。

（

）『
歐
陽
南
野
先
生
文
集
』
卷
四
「
寄
張
浮
峰
」
（
四
庫
全
書
存
目
叢
書
集
部
八
〇
－
四
三
八
頁
。
以
下
同
じ
）。

23
（

）『
王
陽
明
先
生
全
集
』
卷
三
六
（
一
三
三
五
頁
）
。

24
（

）
『
歐
陽
南
野
先
生
文
集
』
卷
三
「
答
戚
補
之
」（
四
〇
六
頁
）
。『
鄒
守
益
集
』
卷
一
一
「
簡
復
久
庵
黃
宗
伯
」
（
五
七
〇
頁
）
も
參

25

照
。

（

）
前
揭
三
浦
著
二
八
五
頁
以
下
、
參
照
。

26
（

）
徐
儒
宗
編
校
整
理
『
羅
洪
先
集
』
卷
三
「
夏
遊
記
」（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
、
六
六
・
六
七
頁
。
以
下
同
じ
）。

27
（

）『
鄒
守
益
集
』
卷
八
「
達
壽
説
」（
四
四
六
頁
）：
緒
山
子
相
聚
永
和
、
稱
大
恭
人
之
壽
曰
、
…
…
。

28
（

）
錢
明
編
校
整
理
『
錢
德
洪
集
』
「
與
張
浮
峰
」
（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
、
一
五
三
頁
。
以
下
同
じ
）
。
前
揭
の
吉
田
公
平
『
傳

29

習
錄
』（
二
六
五
頁
）
も
こ
の
書
簡
を
引
用
す
る
。
な
お
王
畿
は
、
南
京
兵
部
職
方
主
事
に
就
く
も
、
嘉
靖
二
〇
年
、「
偽
學
小
人
」

と
の
彈
劾
を
受
け
（
『
世
宗
實
錄
』
卷
二
四
八
「
嘉
靖
二
十
年
四
月
乙
亥
」
條
）、
辭
職
し
た
。

（

）
四
庫
全
書
本
『
廣
東
通
志
』
卷
二
七
「
職
官
二
」
。
な
お
張
元
冲
は
、
広
東
赴
任
前
の
嘉
靖
二
八
年
秋
、
王
守
仁
ゆ
か
り
の
廬
陵

30

に
建
て
ら
れ
た
懷
德
祠
の
重
修
を
引
き
受
け
た
（
『
鄒
守
益
集
』
卷
七
「
懷
德
祠
記
」
三
八
七
・
三
八
八
頁
）。
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（

）
前
揭
三
浦
著
一
〇
五
頁
。

31
（

）『
論
語
集
註
大
全
』
卷
六
。『
朱
子
語
類
』
卷
三
二
所
收
の
文
章
に
據
る
。

32
（

）
仲
尼
神
明
也
、
小
以
成
小
、
大
以
成
大
、
雖
山
川
丘
陵
・
草
木
鳥
獸
、
裕
如
也
（
李
軌
注
：
學
其
道
者
、
大
小
各
隨
其
本
量
而
取

33

足
）。

（

）『
王
陽
明
全
集
』
卷
七
（
二
五
九
頁
）。

34
（

）『
傳
習
錄
』
卷
上
第
一
六
條
：
問
立
志
、
先
生
曰
、
只
念
念
要
存
天
理
、
卽
是
立
志
。

35
（

）『
歐
陽
南
野
先
生
文
集
』
卷
三
「
答
曾
思
極
（
二
首
）
」（
四
〇
五
・
四
〇
六
頁
）
。

36
（

）『
王
陽
明
全
集
』
卷
三
五
（
一
三
〇
六
頁
）
：
上
根
之
人
、
世
亦
難
遇
、
一
悟
本
體
、
卽
見
功
夫
、
物
我
内
外
、
一
齊
盡
透
、
此
顏

37

子
・
明
道
不
敢
承
當
、
豈
可
輕
易
望
人
。

（

）『
錢
德
洪
集
』「
復
楊
斛
山
書
」
（
一
五
五
－
一
五
七
頁
）。

38
（

）『
羅
洪
先
集
』
卷
四
「
正
學
書
院
記
」（
一
二
〇
頁
）。

39
（

）
『
敬
所
王
先
生
文
集
』
卷
一
六
（
三
五
七
頁
以
下
）
、『
鄒
守
益
集
』
卷
四
（
二
〇
二
頁
）
、
夏
浚
『
重
刻
月
川
類
草
』
（
四
庫
未
收

40

書
輯
刊
伍
輯

）
卷
五
（
三
一
五
頁
以
下
）・
巻
六
（
三
二
三
・
三
二
四
頁
）。

19

（

）
何
遷
『
吉
陽
山
房
摘
稿
』
（
國
會
圖
書
館
藏
膠
片
）
卷
七
「
心
統
圖
説
序
」：
予
往
在
京
師
、
與
巾
石
呂
先
生
游
、
先
生
言
時
時
不

41

予
逆
也
。

（

）
夏
竣
「
答
王
龍
溪
丈
」（
『
重
刻
月
川
類
草
』
卷
一
〇
・
三
八
六
頁
）
の
「
儻
天
假
懷
玉
後
緣
、
實
三
生
之
幸
也
」
は
、
王
畿
が
講

42

學
會
に
臨
席
し
た
こ
と
を
傍
證
す
る
言
葉
で
あ
ろ
う
。
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（

）
王
宗
沐
に
對
す
る
夏
浚
の
「
懷
玉
山
院
…
…
、
雖
賴
當
路
諸
公
同
心
共
事
、
然
而
主
張
經
略
、
悉
在
左
右
」
と
の
讚
辭
は
（
同
前
・

43

三
八
五
頁
「
簡
王
敬
所
大
參
」）
、
協
力
態
勢
に
お
け
る
「
實
動
部
隊
」
の
役
割
を
王
宗
沐
が
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

（

）『
嘉
靖
三
十
七
年
江
西
鄕
試
錄
』（
『
明
代
登
科
錄
彙
編
』
臺
灣
學
生
書
局
、
一
九
六
七
、
第
一
三
册
）
に
據
る
。

44
（

）
前
揭
三
浦
著
第
二
章
「
明
代
科
擧
「
性
學
策
」
史
」・
第
七
章
「
提
學
官
王
宗
沐
の
思
想
活
動
」。
補
訂
し
た
點
は
、
程
策
の
要
約

45

を
そ
の
文
脈
に
沿
っ
て
お
こ
な
っ
た
こ
と
と
、
程
策
代
作
の
問
題
を
、
何
遷
の
關
與
を
考
慮
に
入
れ
て
再
考
し
た
こ
と
で
あ
る
。

（

）『
羅
洪
先
集
』
卷
一
〇
「
答
何
吉
陽
都
憲

戊
午
」（
四
五
〇
頁
）

46
（

）『
吉
陽
山
房
摘
稿
』
卷
八
「
贈
力
菴
胡
子
序
」。

47
（

）『
吉
陽
山
房
摘
稿
』
卷
頭
（
嘉
靖
三
八
年
八
月
記
）
。『
敬
所
王
先
生
文
集
』
卷
一
「
吉
陽
先
生
文
集
序
」（
三
四
頁
）。

48
（

）
蔣
信
『
蔣
道
林
先
生
文
粹
』
卷
八
「
答
何
吉
陽
七
首
（
之
四
）
」
に
「
兄
以
明
覺
字
當
默
字
、
以
生
生
字
當
識
字
、
何
據
乎
」
と

49

あ
り
、
何
遷
に
お
け
る
「
默
識
」
へ
の
關
心
は
確
認
で
き
る
。

（

）『
王
陽
明
全
集
』
卷
三
七
錢
德
洪
撰
「
陽
明
先
生
年
譜
序
」（
一
三
五
六
頁
）
に
據
れ
ば
「
五
月
」
。

50
（

）『
王
畿
集
』
卷
二
〇
「
刑
部
陝
西
司
員
外
郎
特
詔
進
階
朝
列
大
夫
致
仕
緒
山
錢
君
行
狀
」（
五
九
一
頁
）。

51
（

）『
錢
德
洪
集
』
附
録
「
緒
山
講
院
敎
語
」
註
（
四
六
一
頁
）。

52
（

）『
明
世
宗
實
錄
』
卷
四
九
九
「
嘉
靖
四
十
年
七
月
己
亥
」
條
。

53
（

）『
王
陽
明
全
集
』
卷
三
七
鄒
守
益
「
論
年
譜
書
」
（
一
三
六
五
頁
）
。

54
（

）
前
出
「
陽
明
先
生
年
譜
序
」
。

55
（

）
呉
震
『
聶
豹
・
羅
洪
先
評
傳
』
（
南
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
一
、
一
一
〇
頁
）
に
據
る
。

56
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（

）
呉
可
爲
編
校
整
理
『
聶
豹
集
』
（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）
卷
九
「
寄
羅
念
菴
太
史
十
六
首
（
二
・
十
一
）
」（
二
八
三
頁
・
二

57

八
九
頁
）。

（

）
同
前
卷
九
「
答
張
浮
峰
二
首
（
其
一
）
」（
三
〇
八
頁
）。

58
（

）
同
前
卷
一
一
「
答
董
明
建
」
（
四
一
四
頁
）
。

59
（

）『
羅
洪
先
集
』
卷
七
「
答
張
浮
峰
」（
二
四
七
頁
）。

60
（

）
同
前
「
與
張
浮
峰
」（
二
四
八
頁
）。

61
（

）
同
前
：
吾
何
以
必
其
然
哉
、
爲
其
取
之
於
味
、
而
不
必
於
人
言
也
。

62
（

）
聶
豹
と
羅
洪
先
、
雙
方
の
思
想
的
相
違
に
關
し
て
は
、
荒
木
見
悟
「
羅
念
菴
の
思
想
」
（
初
出
一
九
七
四
、
の
ち
『
陽
明
學
の
開

63

展
と
佛
敎
』
硏
文
出
版
、
一
九
八
四
、
所
收
）
の
所
説
が
參
考
に
な
る
。

（

）
張
元
冲
に
は
王
畿
と
と
も
に
玉
芝
法
聚
を
訪
ね
た
經
歷
が
あ
る
が
（
『
王
畿
集
』
卷
一
八
・
五
五
八
頁
「
八
山
居
士
閉
關
雲
門
之

64

麓
、
云
云
」
詩
）
、
張
王
兩
者
に
よ
る
相
互
硏
鑽
の
具
體
的
樣
相
は
分
か
ら
な
い
。
王
畿
は
、
た
と
え
ば
「
張
子
（
叔
學
）
之
志
、

不
下
浮
峰
」（
同
卷
九
・
二
一
八
頁
「
與
呂
沃
洲
」）
な
ど
と
、
他
人
と
の
比
較
の
基
準
と
し
て
張
元
冲
に
言
及
す
る
ば
か
り
で
あ

る
。

（

）
三
浦
「
佛
老
を
雜
へ
て
佛
老
を
超
ゆ
」
下
（
『
東
洋
古
典
學
硏
究
』
五
一
、
二
〇
二
一
）
參
照
。

65


